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『
源
経
氏
歌
集
』
四
季
部
注
釈
稿
（
上
）鹿

　
　野

　
　し
の
ぶ

【
本
稿
の
意
義
】

『
源
経
氏
歌
集
』
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
所
蔵
者
番
号
　
貴
１１
・
１
）
室
町
時
代
初
期
写
本
の
み
の
孤
本
で
あ
る
。

三
九
八
首
を
収
め
、
自
撰
家
集
と
さ
れ
る
。
作
者
の
源
経
氏
は
南
北
朝
後
期
の
武
将
細
川
経
氏
の
こ
と
で
あ
り
、
先
行
研
究
で
は
系

図
の
注
に
よ
り
経
氏
は
初
名
を
業
氏
と
い
い
、
勅
撰
集
の
『
新
拾
遺
集
』
に
業
氏
と
し
て
一
首
、『
新
後
拾
遺
集
』
に
経
氏
と
し
て

三
首
と
見
え
る
こ
と
か
ら
『
新
後
拾
遺
集
』
が
成
立
し
た
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
の
頃
に
業
氏
は
経
氏
と
改
名
し
た
か
と
さ
れ
て

き
た
。

と
こ
ろ
が
、『
勅
撰
作
者
部
類
』
で
は
業
氏
と
経
氏
は
別
項
目
に
立
て
ら
れ
る
な
ど
「
経
氏
」
を
業
氏
と
見
て
よ
い
の
か
疑
問
が

残
る
。
稿
者
は
「『
源
経
氏
歌
集
』
考
」（
日
本
大
学
国
文
学
会
『
語
文
』
百
七
十
八
輯
　
令
和
七
年
一
月
）
に
お
い
て
系
図
、
史
料
な
ど

を
再
調
査
し
、
分
析
し
た
結
果
、「
経
氏
」
と
は
業
氏
息
の
満
経
の
初
名
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

こ
れ
に
よ
り
歌
の
解
釈
に
も
影
響
が
あ
る
と
考
え
、
歌
集
の
、
特
に
四
季
部
に
注
釈
を
附
し
た
も
の
が
本
稿
で
あ
る
。
四
季
部
を

取
り
上
げ
る
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
四
季
部
は
季
節･

時
間
の
推
移
に
沿
っ
て
詠
ま
れ
る
た
め
、
歌
人
の
基
礎
的
な
詠
歌
の

七
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力
量
を
知
る
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
本
歌
集
の
最
大
の
特
徴
は
二
条
為
遠
・
二
条
良
基
な
ど
当
代
歌
壇
の
重
鎮
た
ち
に
よ
る
合
点
が

付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
評
価
の
検
討
を
行
う
に
も
前
述
の
理
由
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
。
加
え
て
、
応
永
二
〇
年
頃
に
耕
雲

が
将
軍
足
利
義
持
の
命
を
受
け
、「
書
入
注
」
も
加
え
て
い
る
。
こ
の
書
入
注
が
四
季
部
に
見
ら
れ
る
点
（
注
釈
稿
（
下
）
冬
歌

二
一
八
番
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
四
季
部
の
詞
書
に
は
細
川
家
を
始
め
と
す
る
「
経
氏
」
の
交
流
が
知
ら
れ
る
人
物
の
名
が
見

ら
れ
る
（
秋
歌
一
二
六
番
「
右
馬
頭
入
道
道
源
家
」、
一
六
六
番
「
右
京
大
夫
」、
冬
歌
二
二
四
番
「
武
蔵
守
」・「
御
子
左
大
納
言
」）
な
ど
当
時

の
歌
壇
を
考
え
る
上
で
重
要
な
情
報
が
記
さ
れ
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。

当
時
の
歌
壇
の
一
端
を
知
る
注
目
す
べ
き
歌
集
の
和
歌
に
つ
い
て
、
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
「
経
氏
」
の
和
歌
の
実
力
と

当
代
き
っ
て
の
歌
人
の
評
価
に
つ
い
て
明
確
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

【
凡
例
】

１
、�

本
稿
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
源
経
氏
歌
集
』（
番
号
　
貴
１１
・
１
）
の
四
季
部
歌
の
注
釈
で
あ
る
。
四
季
部
の
歌
数
は

二
二
七
首
あ
る
た
め
、
上
（
凡
例
・
春
歌
）・
中
（
夏
歌
・
秋
歌
）・
下
（
秋
歌
・
冬
歌
）
の
三
部
に
分
け
て
掲
載
の
許
可
を
得
た
。

２
、�【
本
文
】
に
は
１
、
を
底
本
と
し
翻
刻
し
漢
字
仮
名
表
記
を
改
め
、
底
本
の
表
記
を
右
傍
に
記
し
、
補
っ
た
送
り
仮
名
は
（
　
）

に
入
れ
て
、
整
定
本
文
を
示
し
た
。
な
お
、
底
本
に
改
訂
本
文
が
あ
る
と
き
は
〔
　
〕
に
入
れ
て
示
し
、
語
釈
で
補
説
を
行
っ

た
。

３
、�

本
歌
集
の
特
徴
と
し
て
、
当
代
歌
人
の
重
鎮
た
ち
に
よ
る
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
歌
集
巻
末
に
見
ら
れ

る
注
記
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
※
は
稿
者
に
よ
る
注
記
で
あ
り
、【
合
点
】
の
項
目
に
は
〈
　
〉
内
の
表
記
で
示
し
た
。

な
お
、
最
末
尾
に
「
御
点
外
御
自
撰
」
と
あ
り
、
合
点
が
な
い
も
の
は
、「
経
氏
」
自
身
が
選
ん
だ
歌
で
あ
る
。

七
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墨
　
　
故
宗
匠
為
遠
　
※
二
条
為
遠
〈
為
遠
〉　
　
　
　
朱
　
今
宗
匠
為
重
　
※
二
条
為
重
〈
為
重
〉

左
朱
　
摂
政
殿
二
条
　
※
二
条
良
基
〈
良
基
〉　
　
　
　
左
　
四
辻
殿
于
時
大
納
言
　
※
四
辻
善
成
〈
善
成
〉

星
　
　
花
町
中
書
王
　
※
廉
仁
王
　〈
花
町
〉

４
、�【
詞
書
】
に
は
歌
題
や
詞
書
に
記
さ
れ
る
人
物
な
ど
に
つ
い
て
、
注
を
付
し
た
。『
千
首
』
題
と
は
『
中
院
千
首
』
題
を
指
す
。

『
堀
河
百
首
』『
永
久
百
首
』
の
題
は
歌
学
用
語
と
し
て
「
堀
河
百
首
題
」「
永
久
百
首
題
」
と
表
記
し
た
。「
藤
川
百
首
題
」
に

見
ら
れ
る
場
合
に
は
そ
の
題
意
を
記
す
三
条
西
実
枝
著
『
初
学
一
葉
』（『
日
本
歌
学
大
系
』
六
　
風
間
書
房
）
を
適
宜
引
用
し
た
。

な
お
、
歌
題
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、『
明
題
部
類
抄
』（
新
典
社
）
に
よ
っ
た
。

５
、�【
口
語
訳
】
に
は
和
歌
表
現
に
忠
実
に
な
る
よ
う
心
が
け
口
語
訳
を
附
し
た
。

６
、�【
語
釈
】
に
は
必
要
に
応
じ
て
和
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
語
義
を
附
し
、
和
歌
修
辞
に
言
及
し
た
。

７
、�【
参
考
】
に
は
本
歌
や
想
定
さ
れ
る
参
考
歌
、
類
歌
、
本
説
と
し
て
の
物
語
な
ど
を
示
し
た
。

８
、�【
補
説
】
に
は
和
歌
の
解
釈
や
詠
歌
背
景
な
ど
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
、
解
説
を
附
し
た
。

９
、�

解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
に
以
下
の
先
行
研
究
の
学
恩
を
多
く
受
け
た
。
各
注
釈
に
逐
一
記
し
て
い
な
い
が
、
稿
者
は
本
稿

を
基
に
経
氏
の
歌
風
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
る
用
意
が
あ
り
、
そ
の
際
に
改
め
て
謝
辞
を
示
し
た
い
。
岩
波
書
店
・
新
大
系
、

明
治
書
院
・
和
歌
文
学
大
系
、
小
学
館
・
新
全
集
、
岩
佐
美
代
子
『
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈
』
同
『
風
雅
和
歌
集
全
注
釈
』（
笠

間
書
院
）、
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
注
釈
　
上
中
下
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）、
久
保
田
淳
『
藤
原
定
家
全
歌
集
　
上
下
』（
ち

く
ま
学
芸
文
庫
）、
小
田
勝
『
実
例
詳
解
古
典
文
法
総
覧
』（
和
泉
書
院
）

１０
、�

な
お
、
紙
幅
の
都
合
で
参
考
歌
の
詞
書
や
『
初
学
一
葉
』
の
一
部
を
略
し
た
場
合
が
あ
る
。
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【
注
釈
】

春
歌

年
中
立
春

一
　
をお

し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
も
の
と
行
（
く
）
年と
し

に
い
か
で
か
春
の
立
（
ち
）
返帰

る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
年と

し
の
う
ち中

の
立
春
」。

【
口
語
訳
】
い
く
ら
惜
し
ん
で
も
止
ま
ら
ず
に
行
く
年
に
ど
う
し
て
春
が
引
き
返
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
い
か
で
か
─
副
詞
「
い
か
で
」
に
疑
問
の
係
助
詞
「
か
」
で
「
ど
う
し
て
～
か
」。
●
春
の
立
ち
返
る
ら
む
─
「
立
ち
返

る
」
は
一
年
の
内
に
も
う
一
度
春
が
引
き
返
し
て
く
る
、
の
意
。「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
で
係
助
詞
「
か
」
を
受
け
、
係

り
結
び
で
連
体
形
。

【
参
考
】「
を
し
め
ど
も
と
ど
ま
ら
な
く
に
春
霞
か
へ
る
道
に
し
た
ち
ぬ
と
お
も
へ
ば
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
三
〇
・「
春
を
惜
し
み
て

よ
め
る
」・
在
原
元
方
）

【
補
説
】
元
方
歌
の
よ
う
に
、
行
く
春
が
留
ま
ら
ず
惜
し
ま
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
年
内
に
再
び
春
が
立
ち
返
っ
て
く
る
の
は
ど
う
し

て
だ
ろ
う
と
す
る
。

立
春

二
　
神
代
よ
り
い
く
と
せ
春
の
立た

ち
ぬ
〔
と
か
〕
今
日
は
磐い
は
と戸
の
あ
け
が
た
の
空

【
合
点
】
為
重
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古
今
集
』
春
下
・
一
三
〇
・「
春
を
惜
し
み
て

よ
め
る
」・
在
原
元
方
）

【
補
説
】
元
方
歌
の
よ
う
に
、
行
く
春
が
留
ま
ら
ず
惜
し
ま
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
年
内
に
再
び
春
が
立
ち
返
っ
て
く
る
の
は
ど
う
し

て
だ
ろ
う
と
す
る
。

立
春

二
　
神
代
よ
り
い
く
と
せ
春
の
立た

ち
ぬ
〔
と
か
〕
今
日
は
磐い

は
と戸

の
あ
け
が
た
の
空

【
合
点
】
為
重
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【
詞
書
】「
春
立
つ
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
神
代
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
が
流
れ
春
が
た
っ
た
と
い
う
わ
け
な
の
か
。
今
日
は
あ
の
天
照
大
神
が
天
磐
戸
を
開
け
て

出
ら
れ
た
時
の
よ
う
な
夜
明
け
方
の
空
よ
。

【
語
釈
】
●
立
ち
ぬ
と
か
─
底
本
「
ら
ん
」
を
見
せ
消
ち
し
「
と
か
」
と
す
る
。「
立
ち
ぬ
と
か
」
は
不
確
実
な
想
像
・
伝
聞
を
表
す
。

●
磐
戸
─
磐
で
で
き
た
と
び
ら
。
●
あ
け
が
た
の
空
─
「
あ
け
」
に
「（
磐
戸
を
）
開
け
」
と
「（
夜
が
）
明
け
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
春
た
つ
と
け
ふ
は
い
は
と
の
神
代
よ
り
あ
く
れ
ば
か
す
む
天
の
か
ぐ
山
」（
建
保
四
年
『
内
裏
百
番
歌
合
』
春
・
四
番
右
持
・

八
・
藤
原
経
通
）

【
補
説
】
天
照
大
神
が
天
岩
戸
に
隠
れ
て
世
の
中
が
常
闇
に
な
っ
た
時
、
八
百
万
の
神
々
が
神
楽
を
そ
う
し
て
大
御
神
の
出
現
を
得

た
神
話
に
よ
る
。
浅
田
徹
氏
「
神
話
の
立
春
」（『
徳
江
元
正
先
生
退
職
記
念
　
鎌
倉
室
町
文
学
論
纂
』
三
弥
井
書
店
　
平
成
一
四
年
）
参
照
。

三
　
三
輪
の
山
あ
く
る
尾お

の
へ上

の
霞か

す

ま
ず
は
今け

ふ日
さ
へ
春は

る

を
い
か
に
待ま

ち
み
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
二
番
歌
「
立
春
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
三
輪
山
で
夜
が
明
け
て
山
頂
が
霞
む
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、（
立
春
と
い
う
）
今
日
さ
え
も
春
を
ど
ん
な
に
か
待
ち

か
ね
る
こ
と
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
三
輪
の
山
─
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
東
北
部
。『
古
今
集
』「
我
が
庵
は
三
輪
の
山
も
と
恋
し
く
は
と

ぶ
ら
ひ
き
ま
せ
杉
立
て
る
門
」（
九
八
二
）
と
恋
し
い
思
い
で
訪
ね
て
く
る
場
所
の
意
を
踏
ま
え
て
、
春
の
訪
れ
を
待
つ
と
す
る
。

●
尾
上
─
山
の
頂
。
●
霞
ま
ず
は
─
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
に
接
続
助
詞
の
「
は
」
で
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。
●
さ
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へ
─
類
推
の
副
助
詞
。
さ
え
も
。

【
参
考
】「
三
輪
の
山
い
か
に
ま
ち
見
む
年
ふ
と
も
た
づ
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
」（『
古
今
集
』
恋
五
・
七
八
〇
・
伊
勢
）

早
春
浦

四
　
志
賀
の
浦
の
波な

み

は
氷

こ
ほ
り

も
と
け
ぬ
間ま

に
ま
づ
立た

ち
そ
む
る
朝あ

さ
が
す
み霞

か
な

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
早
春
の
浦
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
志
賀
の
浦
の
波
は
氷
も
溶
け
な
い
間
に
ま
ず
初
め
に
朝
霞
が
立
ち
始
め
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
志
賀
の
浦
─
近
江
国
の
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
、
琵
琶
湖
西
南
付
近
。
●
氷
も
と
け
ぬ
間
に
─
題
の
「
早
春
」

を
表
す
。
●
立
ち
そ
む
る
─
「（
波
が
）
立
ち
」
と
「（
朝
霞
が
）
立
ち
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
さ
夜
更
く
る
ま
ま
に
汀
や
こ
ほ
る
ら
ん
遠
ざ
か
り
ゆ
く
志
賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
一
九
・
快
覚
法
師
）

子
日

五
　
万
代
と
か
ぎ
り
や
は
せ
ん
子ね

の
日び

し
て
つ
き
せ
ぬ
春
を
祝い

は

ふ
心

こ
ゝ
ろ

は

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
子
の
日
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
万
代
に
も
渡
り
ま
す
よ
う
に
と
限
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
限
ら
な
い
よ
。
こ
の
子
の
日
の
松
を
引
き
な
が
ら
尽
き
る
こ
と

の
な
い
春
を
祝
う
心
は
。
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へ
─
類
推
の
副
助
詞
。
さ
え
も
。

【
参
考
】「
三
輪
の
山
い
か
に
ま
ち
見
む
年
ふ
と
も
た
づ
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
」（『
古
今
集
』
恋
五
・
七
八
〇
・
伊
勢
）

早
春
浦

四
　
志
賀
の
浦
の
波な

み

は
氷

こ
ほ
り

も
と
け
ぬ
間ま

に
ま
づ
立た

ち
そ
む
る
朝あ

さ
が
す
み霞

か
な

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
早
春
の
浦
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
志
賀
の
浦
の
波
は
氷
も
溶
け
な
い
間
に
ま
ず
初
め
に
朝
霞
が
立
ち
始
め
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
志
賀
の
浦
─
近
江
国
の
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
、
琵
琶
湖
西
南
付
近
。
●
氷
も
と
け
ぬ
間
に
─
題
の
「
早
春
」

を
表
す
。
●
立
ち
そ
む
る
─
「（
波
が
）
立
ち
」
と
「（
朝
霞
が
）
立
ち
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
さ
夜
更
く
る
ま
ま
に
汀
や
こ
ほ
る
ら
ん
遠
ざ
か
り
ゆ
く
志
賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
一
九
・
快
覚
法
師
）

子
日

五
　
万
代
と
か
ぎ
り
や
は
せ
ん
子ね

の
日び

し
て
つ
き
せ
ぬ
春
を
祝い

は

ふ
心

こ
ゝ
ろ

は

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
子
の
日
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
万
代
に
も
渡
り
ま
す
よ
う
に
と
限
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
限
ら
な
い
よ
。
こ
の
子
の
日
の
松
を
引
き
な
が
ら
尽
き
る
こ
と

の
な
い
春
を
祝
う
心
は
。
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【
語
釈
】
●
万
代
─
い
つ
ま
で
も
長
く
続
く
世
。
●
か
ぎ
り
や
は
せ
ん
─
「
や
は
」
は
反
語
の
意
。「
ん
（
む
）」
は
推
量
の
助
動
詞

連
体
形
。
係
り
結
び
で
二
句
切
れ
。

【
参
考
】「
春
日
野
に
若
菜
つ
み
つ
つ
よ
ろ
づ
世
を
祝
ふ
心
は
神
ぞ
し
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
賀
・
三
五
七
・
素
性
法
師
）

【
補
説
】「
万
代
」
と
い
う
こ
と
で
さ
え
も
限
り
を
表
現
し
て
し
ま
う
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
こ
の
世
の
春
を
歌
っ
た
機
知
に
富
ん
だ

表
現
。

春
の
歌
の
中
に

六
　
ふ
る
ほ
ど
は
こ
ほ
り
し
雲
も
山
の
端葉

の
雪
よ
り
上う
へ

に
霞か
す

み
そ
め
つ
つゝ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
に
」。

【
口
語
訳
】
雪
が
降
っ
て
い
る
間
は
凍
っ
て
い
た
雲
も
（
春
と
な
り
）
山
の
端
に
積
も
っ
た
雪
よ
り
も
上
に
霞
み
始
め
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
ほ
ど
は
─
「（
雪
が
）
降
る
」
に
「（
時
が
）
経
る
」
を
響
か
せ
る
か
。

【
参
考
】「
今
朝
も
な
ほ
山
は
雪
気
の
空
な
が
ら
雲
も
霞
み
て
春
は
き
に
け
り
」（『
壬
二
集
』
八
〇
一
）

山
霞

七
　
待ま

ち
え
た
る
都
の
空そ

ら

は
な
ほを

冴さ

え
て
遠と

を

き
山
辺べ

に
か
す
む
春
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
山
霞
」。『
千
首
』
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
七
〇
）
康
暦
二
年
四
月
二
〇
日
歌
会
で
出
題
。
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【
口
語
訳
】
待
ち
望
ん
で
い
る
都
の
空
は
変
わ
ら
ず
に
冴
え
て
、
遠
い
山
辺
に
霞
ん
で
い
る
春
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
ち
得
た
る
─
春
の
到
来
を
待
ち
望
む
。『
源
氏
物
語
』（
宿
木
）
に
「
優
曇
華
の
花
待
ち
得
た
る
心
地
し
て
」
と
見
え
る
。

●
な
ほ
冴
え
て
─
依
然
と
し
て
冷
た
い
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

【
参
考
】「
春
き
て
も
都
の
方
は
空
晴
れ
て
山
の
端
ば
か
り
立
つ
霞
み
か
な
」（『
洞
院
摂
政
百
首
』
春
・
七
六
・
藤
原
光
俊
）

八
　
い
ま
は
ま
づ
春
の
み
ど
り
も
よ
そ
に
の
み
見
え
て
ぞ
霞か

す

む
葛か〔

つ
〕ら
ぎ城

の
山

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
「
山
霞
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
今
は
と
も
か
く
春
の
緑
も
他
所
に
ば
か
り
見
え
て
霞
ん
で
い
る
、
葛
城
の
山
は
。

【
語
釈
】
●
い
ま
は
ま
づ
─
「
ま
づ
」
は
「
先
づ
」
で
何
は
と
も
あ
れ
、
と
り
あ
え
ず
の
意
。『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
い
ま
は
ま

づ
」
と
濁
音
で
読
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
「
ま
つ
」
と
清
音
で
読
み
、「
待
つ
」
と
「
松
」（「
緑
」
の
縁
）
と
詠
ん
だ
か
。
そ
の
場
合

は
「
今
は
ま
だ
待
っ
て
い
る
、
松
の
よ
う
な
春
の
み
ど
り
」
と
解
せ
る
か
。
●
見
え
て
ぞ
霞
む
─
係
り
結
び
。
●
葛
城
の
山
─
底
本

「
か
ら
き
の
山
」
と
あ
り
、「
か
」
と
「
ら
」
の
右
傍
に
「
つ
」
と
補
筆
さ
れ
る
。「
葛
城
山
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県

と
大
阪
府
の
県
境
に
連
な
る
山
系
。

【
参
考
】「
葛
城
や
高
間
の
山
の
桜
花
雲
井
の
よ
そ
に
見
て
や
過
ぎ
な
ん
」（『
千
載
集
』
春
上
・
五
六
・
藤
原
顕
輔
）

九
　
都
よ
り
へ
だ
つ
る
中
と
霞か
す

め
る
や
遠と
を

山
鳥ど
り

の
尾
上
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠
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【
口
語
訳
】
待
ち
望
ん
で
い
る
都
の
空
は
変
わ
ら
ず
に
冴
え
て
、
遠
い
山
辺
に
霞
ん
で
い
る
春
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
ち
得
た
る
─
春
の
到
来
を
待
ち
望
む
。『
源
氏
物
語
』（
宿
木
）
に
「
優
曇
華
の
花
待
ち
得
た
る
心
地
し
て
」
と
見
え
る
。

●
な
ほ
冴
え
て
─
依
然
と
し
て
冷
た
い
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

【
参
考
】「
春
き
て
も
都
の
方
は
空
晴
れ
て
山
の
端
ば
か
り
立
つ
霞
み
か
な
」（『
洞
院
摂
政
百
首
』
春
・
七
六
・
藤
原
光
俊
）

八
　
い
ま
は
ま
づ
春
の
み
ど
り
も
よ
そ
に
の
み
見
え
て
ぞ
霞か
す

む
葛か〔
つ
〕ら
ぎ城
の
山

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
「
山
霞
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
今
は
と
も
か
く
春
の
緑
も
他
所
に
ば
か
り
見
え
て
霞
ん
で
い
る
、
葛
城
の
山
は
。

【
語
釈
】
●
い
ま
は
ま
づ
─
「
ま
づ
」
は
「
先
づ
」
で
何
は
と
も
あ
れ
、
と
り
あ
え
ず
の
意
。『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
い
ま
は
ま

づ
」
と
濁
音
で
読
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
「
ま
つ
」
と
清
音
で
読
み
、「
待
つ
」
と
「
松
」（「
緑
」
の
縁
）
と
詠
ん
だ
か
。
そ
の
場
合

は
「
今
は
ま
だ
待
っ
て
い
る
、
松
の
よ
う
な
春
の
み
ど
り
」
と
解
せ
る
か
。
●
見
え
て
ぞ
霞
む
─
係
り
結
び
。
●
葛
城
の
山
─
底
本

「
か
ら
き
の
山
」
と
あ
り
、「
か
」
と
「
ら
」
の
右
傍
に
「
つ
」
と
補
筆
さ
れ
る
。「
葛
城
山
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県

と
大
阪
府
の
県
境
に
連
な
る
山
系
。

【
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考
】「
葛
城
や
高
間
の
山
の
桜
花
雲
井
の
よ
そ
に
見
て
や
過
ぎ
な
ん
」（『
千
載
集
』
春
上
・
五
六
・
藤
原
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）

九
　
都
よ
り
へ
だ
つ
る
中
と
霞か

す

め
る
や
遠と

を

山
鳥ど

り

の
尾
上
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠
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【
詞
書
】
七
番
歌
「
山
霞
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
都
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
霞
ん
で
い
る
の
か
、
遠
く
の
山
の
山
鳥
が
い
る
尾
上
で
あ
る
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
へ
だ
つ
る
中
─
「
中
」
は
二
つ
の
物
の
間
。
都
と
遠
山
を
い
う
が
、
山
鳥
の
雌
雄
が
離
れ
て
寝
る
こ
と
か
ら
間
柄
の
意

味
、「
仲
」
も
響
か
せ
、
恋
の
要
素
を
含
ま
せ
て
い
る
。
●
霞
め
る
や
─
「
や
」
は
疑
問
。
●
遠
山
鳥
─
山
鳥
の
異
名
。「
遠
く
の

山
」
の
意
を
掛
け
る
。
●
尾
上
な
る
ら
む
─
「
尾
上
」
は
山
の
頂
。
峰
。「（
山
鳥
の
）
尾
」
を
掛
け
る
。「
な
る
」
は
断
定
の
意
。

「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
暮
れ
か
か
る
遠
山
鳥
の
尾
上
よ
り
ま
だ
き
へ
だ
て
て
た
つ
霞
か
な
」（『
頓
阿
句
題
百
首
』
二
・「
遥
峰
帯
晩
霞
」・
良
守
）。

朝
霞

一
〇
　
や
が
て
ま又
た
霞か

す

み
に
け
り
な
ほ
の
ぼ〴
の〵

と
見
え
て
明あ

け
ぬ
る
杉
の
む
ら
立
ち

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
朝
霞
」。

【
口
語
訳
】
す
ぐ
に
ま
た
霞
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
な
ぁ
。
夜
が
明
け
て
、
朝
霞
の
中
か
ら
ぼ
う
っ
と
見
え
て
き
た
群
れ
立
つ
杉
の
緑

は
。

【
語
釈
】
●
霞
み
に
け
り
な
─
「
霞
む
」
の
連
用
形
。
そ
の
状
態
が
発
生
し
た
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形
に
気
づ
き
の
意
の
助

動
詞
「
け
り
」
が
接
続
し
た
表
現
。「
な
」
は
詠
嘆
の
終
助
詞
。
●
ほ
の
ぼ
の
と
─
夜
が
ほ
ん
の
り
と
幽
か
に
明
け
て
ゆ
く
様
子
。

朝
霞
の
中
に
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
が
杉
が
翳
ん
で
見
え
る
様
子
を
表
現
。
●
あ
け
ぬ
る
─
「
明
く
」
は
夜
が
明
け
て
、
空
が
明

る
く
な
る
様
子
。
●
杉
の
む
ら
立
ち
─
群
生
す
る
杉
。

六
六
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【
参
考
】「
春
の
夜
の
あ
け
の
そ
ほ
ぶ
ね
ほ
の
ぼ
の
と
い
く
山
本
を
霞
み
き
ぬ
ら
ん
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
四
八
・「
元
久
の
詩
歌
合
に
、

水
郷
春
望
と
い
ふ
こ
と
を
」・
藤
原
良
平
）

山
霞

一
一
　
春
を
経へ

て
に
ぎ
は
ふ
民
の
竈か

ま

門ど

山や
ま

か
す
む
や
絶た

え
ぬ
煙
な
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
参
照
。

【
口
語
訳
】
幾
年
も
の
春
を
過
ご
し
て
賑
わ
う
民
の
竈
の
名
を
持
つ
竈
門
山
よ
。
霞
ん
で
い
る
の
は
絶
え
る
こ
と
の
な
い
民
が
竈
で

煮
炊
き
す
る
煙
な
の
だ
な
ぁ
。

【
語
釈
】
●
竈
門
山
─
筑
前
国
の
歌
枕
。
現
在
の
福
岡
県
太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
・
粕
屋
郡
に
ま
た
が
る
宝
満
山
。「
竈
」
を
掛
け
る
。

●
絶
え
ぬ
煙
─
「
煙
」
は
「
竈
（
門
山
）」
の
縁
。
民
の
生
計
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

【
参
考
】「
高
き
屋
に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
煙
立
つ
民
の
竈
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（『
新
古
今
集
』
賀
歌
・
七
〇
七
・「
貢
物
許
さ
れ
て
、
国
富

め
る
を
御
覧
じ
て
」・
仁
徳
天
皇
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
仁
徳
天
皇
歌
を
踏
ま
え
、
当
代
主
君
の
予
祝
と
す
る
。

名
所
歌
よ
み
侍
る
と
て
、
志
賀
浦
春
を

一
二
　
こ
ほ
り
ゐ
し
汀
み
ぎ
は

〔
の
〕
浪
も
立た

ち
そ
め
て
を
ち
か
た
霞か
す

む
志し

賀が

の
浦
風か
ぜ

【
合
点
】
為
重

六
九
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【
参
考
】「
春
の
夜
の
あ
け
の
そ
ほ
ぶ
ね
ほ
の
ぼ
の
と
い
く
山
本
を
霞
み
き
ぬ
ら
ん
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
四
八
・「
元
久
の
詩
歌
合
に
、

水
郷
春
望
と
い
ふ
こ
と
を
」・
藤
原
良
平
）

山
霞

一
一
　
春
を
経へ

て
に
ぎ
は
ふ
民
の
竈か

ま

門ど

山や
ま

か
す
む
や
絶た

え
ぬ
煙
な
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
参
照
。

【
口
語
訳
】
幾
年
も
の
春
を
過
ご
し
て
賑
わ
う
民
の
竈
の
名
を
持
つ
竈
門
山
よ
。
霞
ん
で
い
る
の
は
絶
え
る
こ
と
の
な
い
民
が
竈
で

煮
炊
き
す
る
煙
な
の
だ
な
ぁ
。

【
語
釈
】
●
竈
門
山
─
筑
前
国
の
歌
枕
。
現
在
の
福
岡
県
太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
・
粕
屋
郡
に
ま
た
が
る
宝
満
山
。「
竈
」
を
掛
け
る
。

●
絶
え
ぬ
煙
─
「
煙
」
は
「
竈
（
門
山
）」
の
縁
。
民
の
生
計
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

【
参
考
】「
高
き
屋
に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
煙
立
つ
民
の
竈
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（『
新
古
今
集
』
賀
歌
・
七
〇
七
・「
貢
物
許
さ
れ
て
、
国
富

め
る
を
御
覧
じ
て
」・
仁
徳
天
皇
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
仁
徳
天
皇
歌
を
踏
ま
え
、
当
代
主
君
の
予
祝
と
す
る
。

名
所
歌
よ
み
侍
る
と
て
、
志
賀
浦
春
を

一
二
　
こ
ほ
り
ゐ
し
汀

み
ぎ
は

〔
の
〕
浪
も
立た

ち
そ
め
て
を
ち
か
た
霞か

す

む
志し

賀が

の
浦
風か

ぜ

【
合
点
】
為
重
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【
詞
書
】「
志
賀
浦
の
春
」。「
名
所
歌
」
の
詠
歌
年
次
は
未
詳
。

【
口
語
訳
】
凍
っ
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
汀
の
波
も
立
ち
始
め
て
遠
方
は
す
っ
か
り
霞
ん
で
い
る
、
志
賀
の
浦
で
風
が
吹
い
た
の
で
。

【
語
釈
】
●
汀
の
浪
も
─
底
本
「
み
き
は
」
の
「
は
」
は
判
読
不
明
文
字
の
上
に
重
ね
書
き
さ
れ
、「
の
」
は
右
傍
に
補
筆
さ
れ
る
。

●
志
賀
─
四
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
こ
ほ
り
ゐ
し
志
賀
の
唐
崎
う
ち
と
け
て
さ
ざ
波
よ
す
る
春
風
ぞ
吹
く
」（『
詞
花
集
』
春
・
一
・
大
江
匡
房
）

湖
上
朝
霞

一
三
　
志
賀
の
浦
や
な
ぎ
た
る
朝あ
さ

に
漕こ

ぐ
舟
も
霞
の
浪
を
わ
け
ま
よ
ひ
つ
つゝ

【
合
点
】
為
遠
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
湖
上
の
朝
霞
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
湖
上
と
は
み
づ
う
み
を
い
ふ
な
り
。（
略
）
み

づ
う
み
な
れ
ば
、
し
ほ
な
ら
ぬ
海
の
心
を
い
ひ
（
略
）、
志
賀
の
浦
。（
略
）
皆
湖
辺
の
名
所
な
れ
ば
思
ひ
寄
す
べ
し
。
湖
上
の
上
の

字
は
虚
字
に
て
心
な
し
。（
略
）
扨
て
此
の
類
題
の
心
は
、
湖
辺
は
さ
ら
で
も
の
ど
か
な
る
に
、
春
来
り
て
霞
み
わ
た
り
、
浦
漕
ぐ

舟
の
け
し
き
ま
で
し
づ
か
な
る
心
、
先
づ
此
の
題
の
大
意
な
る
べ
し
、（
略
）
春
の
霞
の
の
ど
か
に
立
ち
わ
た
る
心
を
詠
ぜ
ん
も
又

ひ
と
つ
趣
向
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
志
賀
の
浦
で
は
、
風
が
止
ん
で
晴
れ
渡
っ
て
い
る
朝
に
漕
ぐ
船
も
霞
が
波
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る
の
で
そ
の
間
を
分
け

進
み
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
志
賀
の
浦
や
─
四
番
歌
参
照
。「
や
」
は
地
名
を
提
示
す
る
間
投
助
詞
。
●
な
ぎ
た
る
─
風
が
な
く
波
も
穏
や
か
な
様
子
。

【
参
考
】「
須
磨
の
浦
の
な
ぎ
た
る
朝
は
め
も
は
る
に
霞
に
ま
が
ふ
天
の
釣
り
舟
」（『
新
古
今
集
』
雑
中
・
一
五
九
八
・
藤
原
孝
善
）

六
二
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河
霞

一
四
　
氷
（
り
）
ゐ
し
岩い

は
ま間

の
浪
も
た
つ
た
川
か
す
み
の
下
を
水
く
ぐゞ
る
な
り

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
河
霞
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
凍
っ
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
岩
間
の
波
も
春
が
来
て
溶
け
て
立
っ
て
い
る
竜
田
川
で
は
霞
の
下
を
水
が
潜く

ぐ

っ
て
い
る
の
だ

な
。

【
語
釈
】
●
た
つ
た
川
─
「
龍
田
川
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
・
三
郷
町
の
一
帯
。「（
浪
も
）
立
つ
」

を
掛
け
る
。
●
水
く
ぐ
る
─
「
霞
の
下
を
」
と
あ
る
の
で
「
潜く

ぐ

る
」
と
解
し
た
。『
顕
注
密
勘
』
に
は
、「
水
く
ぐ
る
と
は
、
紅
の
木

の
葉
の
下
を
水
の
く
ゞ
り
て
な
が
る
と
云
歟
。
潜
字
を
く
ゞ
る
と
よ
め
り
」
と
あ
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
ち
は
や
ぶ
る
神
世
も
き
か
ず
竜
田
河
唐
紅
に
水
く
く
る
と
は
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
九
四
・
在
原
業
平
）

【
補
説
】
本
歌
の
業
平
歌
で
詠
ま
れ
た
括
染
め
し
た
唐
紅
色
の
秋
の
世
界
を
霞
や
浪
と
い
っ
た
白
色
の
春
の
世
界
と
し
て
詠
ん
だ
。

雪
中
鶯

一
五
　
打う

ち
霧き

ら
し
つ
も
り
も
や
ら
で
降ふ

る
雪
を
春は

る

の
し
る
べ
と
鶯

う
ぐ
ひ
す

ぞ
鳴
（
く
）

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
雪
の
中う

ち

の
鶯
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
視
界
を
さ
え
ぎ
っ
て
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
が
積
も
る
様
子
で
は
な
く
降
る
雪
を
春
の
訪
れ
る
印
だ
と
し
て
鶯
が
鳴
い

て
い
る
。

六
六



� 51『源経氏歌集』四季部注釈稿（上）（鹿野）

河
霞

一
四
　
氷
（
り
）
ゐ
し
岩い
は
ま間
の
浪
も
た
つ
た
川
か
す
み
の
下
を
水
く
ぐゞ
る
な
り

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
河
霞
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
凍
っ
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
岩
間
の
波
も
春
が
来
て
溶
け
て
立
っ
て
い
る
竜
田
川
で
は
霞
の
下
を
水
が
潜く

ぐ

っ
て
い
る
の
だ

な
。

【
語
釈
】
●
た
つ
た
川
─
「
龍
田
川
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
・
三
郷
町
の
一
帯
。「（
浪
も
）
立
つ
」

を
掛
け
る
。
●
水
く
ぐ
る
─
「
霞
の
下
を
」
と
あ
る
の
で
「
潜く

ぐ

る
」
と
解
し
た
。『
顕
注
密
勘
』
に
は
、「
水
く
ぐ
る
と
は
、
紅
の
木

の
葉
の
下
を
水
の
く
ゞ
り
て
な
が
る
と
云
歟
。
潜
字
を
く
ゞ
る
と
よ
め
り
」
と
あ
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
ち
は
や
ぶ
る
神
世
も
き
か
ず
竜
田
河
唐
紅
に
水
く
く
る
と
は
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
九
四
・
在
原
業
平
）

【
補
説
】
本
歌
の
業
平
歌
で
詠
ま
れ
た
括
染
め
し
た
唐
紅
色
の
秋
の
世
界
を
霞
や
浪
と
い
っ
た
白
色
の
春
の
世
界
と
し
て
詠
ん
だ
。

雪
中
鶯

一
五
　
打う

ち
霧き

ら
し
つ
も
り
も
や
ら
で
降ふ

る
雪
を
春は

る

の
し
る
べ
と
鶯

う
ぐ
ひ
す

ぞ
鳴
（
く
）

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
雪
の
中う

ち

の
鶯
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
視
界
を
さ
え
ぎ
っ
て
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
が
積
も
る
様
子
で
は
な
く
降
る
雪
を
春
の
訪
れ
る
印
だ
と
し
て
鶯
が
鳴
い

て
い
る
。

六
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【
語
釈
】
●
打
ち
霧
ら
し
─
「
霧
ら
す
」
は
霧
で
曇
ら
せ
る
の
意
。
視
界
を
さ
え
ぎ
る
様
子
。
こ
こ
で
は
雪
が
し
き
り
に
降
っ
て
は

い
る
も
の
の
春
の
淡
雪
で
あ
る
た
め
積
も
ら
な
い
景
色
を
想
起
し
て
い
る
。【
参
考
】
歌
参
照
。

【
参
考
】「
う
ち
き
ら
し
雪
は
ふ
り
つ
つ
し
か
す
が
に
わ
が
家
の
そ
の
に
鶯
ぞ
な
く
」（
大
伴
家
持
、『
万
葉
集
』
巻
八
・
一
四
四
一
、『
拾

遺
集
』
春
・
一
一
）鶯

一
六
　
住す

み
捨す

て
ぬ
古ふ
る

巣す

も
し
る
く
山
里さ
と

の
垣か
き

穂ほ

の
竹
に
鶯
う
ぐ
ひ
す

ぞ
鳴な

く

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
鶯
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
住
み
捨
て
な
い
古
巣
も
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
山
里
の
高
い
垣
穂
の
竹
に
鶯
が
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
住
み
捨
て
ぬ
─
「
住
み
捨
つ
」
は
住
ん
で
い
た
巣
を
離
れ
て
そ
の
ま
ま
し
て
い
る
状
態
。「
ぬ
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」

の
連
体
形
。
●
古
巣
─
古
び
て
い
る
が
住
み
慣
れ
た
巣
。
●
し
る
く
─
「
著
し
」
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
意
。

【
参
考
】「
鶯
の
今
朝
鳴
く
時
ぞ
山
が
つ
の
か
き
ほ
も
春
に
逢
ふ
こ
こ
ち
す
る
」（『
玉
葉
集
』
春
上
・
四
八
・「
宝
治
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け

る
に
朝
鶯
」・
後
鳥
羽
院
下
野
）

谷
鶯

一
七
　
鶯

う
ぐ
ひ
す

の
な
け
ど
も
冴さ

ゆ
る
谷た

に

風
に
涙
の
つ
ら
らゝ
い
か
で
と
く
ら
む

【
合
点
】
善
成

六
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【
詞
書
】「
谷
の
鶯
」。

【
口
語
訳
】
鶯
が
鳴
い
て
も
冷
え
切
っ
た
谷
風
に
涙
の
つ
ら
ら
は
ど
う
し
て
溶
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
な
け
ど
も
─
鶯
が
「
鳴
く
」
に
【
参
考
】
に
挙
げ
た
本
歌
で
鶯
を
擬
人
化
し
て
捉
え
た
「
泣
く
」
を
響
か
せ
、
下
句
で

「
涙
」
と
表
現
す
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
雪
の
内
に
春
は
来
に
け
り
鶯
の
こ
ほ
れ
る
涙
今
や
と
く
ら
む
」（『
古
今
集
』
春
上
・
四
・
読
人
し
ら
ず
）、「
鶯
の
涙

の
つ
ら
ら
う
ち
と
け
て
ふ
る
巣
な
が
ら
や
春
を
知
る
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
三
一
・
惟
明
親
王
）。

羈
中
聞
鶯

一
八
　
行
（
き
）
暮く

る
るゝ
山
下
道み

ち

の
す
ゑ
み
れ
ば
な
び
く
か
す
み
に
鶯
ぞ
鳴な

く

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
羈
中
に
鶯
を
聞
く
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
羈
中
は
羈
旅
と
も
い
ひ
て
遠
き
旅
な
り
。

（
略
）
鶯
は
春
の
は
じ
め
よ
り
鳴
く
も
の
な
れ
ば
、
先
づ
の
ど
か
な
る
心
を
詠
す
べ
し
。（
略
）
此
の
題
に
は
都
の
恋
し
さ
を
鶯
の
こ

ゑ
に
お
も
ひ
、
分
け
行
く
春
の
野
山
に
聞
初
め
て
珍
し
き
心
な
ど
読
む
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
行
く
途
中
で
日
が
暮
れ
る
山
の
下
の
道
で
は
、
そ
の
先
の
方
は
ま
だ
暮
れ
て
お
ら
ず
霞
が
な
び
い
て
い
る
の
が
見
え
、

鶯
が
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
行
き
暮
る
る
─
旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
る
。
●
す
ゑ
─
そ
の
先
。
●
鶯
ぞ
鳴
く
─
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
「
鳴
く
」
は

連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
行
き
く
る
る
山
路
の
す
ゑ
の
や
ど
な
れ
や
入
相
の
鐘
の
音
ぞ
聞
ゆ
る
」（『
永
享
百
首
』
旅
・
九
四
一
・
性
脩
）
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【
詞
書
】「
谷
の
鶯
」。

【
口
語
訳
】
鶯
が
鳴
い
て
も
冷
え
切
っ
た
谷
風
に
涙
の
つ
ら
ら
は
ど
う
し
て
溶
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
な
け
ど
も
─
鶯
が
「
鳴
く
」
に
【
参
考
】
に
挙
げ
た
本
歌
で
鶯
を
擬
人
化
し
て
捉
え
た
「
泣
く
」
を
響
か
せ
、
下
句
で

「
涙
」
と
表
現
す
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
雪
の
内
に
春
は
来
に
け
り
鶯
の
こ
ほ
れ
る
涙
今
や
と
く
ら
む
」（『
古
今
集
』
春
上
・
四
・
読
人
し
ら
ず
）、「
鶯
の
涙

の
つ
ら
ら
う
ち
と
け
て
ふ
る
巣
な
が
ら
や
春
を
知
る
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
三
一
・
惟
明
親
王
）。

羈
中
聞
鶯

一
八
　
行
（
き
）
暮く

る
るゝ
山
下
道み

ち

の
す
ゑ
み
れ
ば
な
び
く
か
す
み
に
鶯
ぞ
鳴な

く

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
羈
中
に
鶯
を
聞
く
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
羈
中
は
羈
旅
と
も
い
ひ
て
遠
き
旅
な
り
。

（
略
）
鶯
は
春
の
は
じ
め
よ
り
鳴
く
も
の
な
れ
ば
、
先
づ
の
ど
か
な
る
心
を
詠
す
べ
し
。（
略
）
此
の
題
に
は
都
の
恋
し
さ
を
鶯
の
こ

ゑ
に
お
も
ひ
、
分
け
行
く
春
の
野
山
に
聞
初
め
て
珍
し
き
心
な
ど
読
む
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
行
く
途
中
で
日
が
暮
れ
る
山
の
下
の
道
で
は
、
そ
の
先
の
方
は
ま
だ
暮
れ
て
お
ら
ず
霞
が
な
び
い
て
い
る
の
が
見
え
、

鶯
が
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
行
き
暮
る
る
─
旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
る
。
●
す
ゑ
─
そ
の
先
。
●
鶯
ぞ
鳴
く
─
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
「
鳴
く
」
は

連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
行
き
く
る
る
山
路
の
す
ゑ
の
や
ど
な
れ
や
入
相
の
鐘
の
音
ぞ
聞
ゆ
る
」（『
永
享
百
首
』
旅
・
九
四
一
・
性
脩
）
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名
所
残
雪

一
九
　
比
良
〔
の
〕
海
や
氷
の
ひ
ま
の
山や
ま

か
げ
に
み
な
そ

（
マ
マ
）

深ふ
か

く
雪
ぞ
残の

こ

れ
る

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
名
所
の
残
雪
」。『
経
氏
集
』
の
他
未
見
。

【
口
語
訳
】
比
良
の
海
で
は
氷
の
隙
間
に
映
る
山
の
姿
を
見
る
と
、
水
底
に
深
く
雪
が
残
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
比
良
の
海
─
底
本
「
比
良
の
」
の
「
の
」
を
「
野
」
と
書
き
始
め
た
後
、
少
々
擦
っ
て
「
の
」
と
記
し
て
い
る
。「
比
良

の
海
」
は
近
江
国
の
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
琵
琶
湖
。「
や
」
は
地
名
の
提
示
。
●
み
な
そ
深
く
─
「
こ
ほ
り
川
み

な
そ
こ
ふ
か
く
と
ぢ
て
け
り
早
く
流
れ
し
音
も
聞
こ
え
ず
」（『
夫
木
抄
』
雑
六
・
一
一
一
六
九
・
禰
式
部
）
な
ど
の
用
例
か
ら
「
み
な
そ

こ
ふ
か
く
」
と
し
て
解
釈
し
た
。

【
参
考
】「
比
良
の
海
は
高
嶺
の
か
げ
や
う
つ
る
ら
ん
跡
な
き
波
に
降
れ
る
白
雪
」（『
草
庵
集
』
七
九
七
・「
湖
雪
」）

若
菜

二
〇
　
春
日
野
のゝ
雪
ま
の
若わ

か

菜な

待
（
ち
）
わ
び
て
こ
ほ
る
沢
辺
に
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘つ

む

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
若
菜
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
春
日
野
の
積
も
っ
た
雪
の
間
か
ら
生
え
る
若
菜
を
待
ち
わ
び
て
、
凍
る
沢
辺
に
根
芹
を
摘
む
よ
。

【
語
釈
】
●
春
日
野
─
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
市
春
日
野
町
あ
た
り
。
●
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘
む
─
「
ね
ぜ
り
」
は
根
の
部
分
を

食
用
と
す
る
芹
。「
ぞ
」「
摘
む
」
は
係
り
結
び
。

六
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【
参
考
】「
春
日
野
の
雪
げ
の
沢
に
袖
た
れ
て
君
が
た
め
に
と
小
芹
を
ぞ
摘
む
」（『
堀
河
百
首
』
春
・
七
一
・「
若
菜
」・
藤
原
仲
実
）

田
辺
若
菜

二
一
　
ま
か
す
べ
き
田
中
の
井
戸ど

の
こ
ほ
る
間ま

に
ま
づ
降お

り
た
ち
て
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘つ

む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
田
の
辺ほ

と
り

若
菜
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
田
畔
若
菜
」
と
し
て
、「
畔
の
字
、
く
ろ
と

読
む
字
な
れ
ど
、
こ
ゝ
に
て
は
辺
の
字
の
心
な
る
べ
し
。（
略
）
若
菜
は
春
の
始
め
に
摘
む
も
の
な
れ
ば
、
春
の
浅
き
事
を
云
ふ
べ
し
。

沢
辺
に
読
め
る
は
ゑ
ぐ
の
若
菜
と
て
芹
の
事
な
り
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
水
を
引
く
田
中
の
井
戸
の
凍
る
そ
の
間
に
、
ま
ず
田
に
降
り
た
っ
て
根
芹
を
摘
む
よ
。

【
語
釈
】
●
ま
か
す
─
「
引
す
」
と
表
記
し
、
水
を
引
き
入
れ
る
の
意
。
●
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘
む
─
二
〇
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
ね
ぜ
り
摘
む
春
の
沢
田
に
降
り
立
ち
て
衣
の
裾
の
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
金
葉
集
』
初
度
本
・
春
・
三
一
、『
好
忠
集
』
二
〇
・

「
正
月
中
」）

春
雪

二
二
　
佐さ

ほ
ひ
め

保
姫
の
霞

か
す
み

の
衣

こ
ろ
も

白
妙
に
雪
吹
（
き
）
乱み

だ

す
春
の
山
風か

ぜ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
の
雪
」。

【
口
語
訳
】
佐
保
姫
が
ま
と
っ
て
い
る
霞
の
衣
が
さ
ら
に
真
っ
白
に
な
っ
た
の
は
雪
を
吹
き
乱
す
春
の
山
風
が
吹
い
た
た
め
で
あ
る
。

六
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【
参
考
】「
春
日
野
の
雪
げ
の
沢
に
袖
た
れ
て
君
が
た
め
に
と
小
芹
を
ぞ
摘
む
」（『
堀
河
百
首
』
春
・
七
一
・「
若
菜
」・
藤
原
仲
実
）

田
辺
若
菜

二
一
　
ま
か
す
べ
き
田
中
の
井
戸ど

の
こ
ほ
る
間ま

に
ま
づ
降お

り
た
ち
て
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘つ

む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
田
の
辺ほ

と
り

若
菜
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
田
畔
若
菜
」
と
し
て
、「
畔
の
字
、
く
ろ
と

読
む
字
な
れ
ど
、
こ
ゝ
に
て
は
辺
の
字
の
心
な
る
べ
し
。（
略
）
若
菜
は
春
の
始
め
に
摘
む
も
の
な
れ
ば
、
春
の
浅
き
事
を
云
ふ
べ
し
。

沢
辺
に
読
め
る
は
ゑ
ぐ
の
若
菜
と
て
芹
の
事
な
り
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
水
を
引
く
田
中
の
井
戸
の
凍
る
そ
の
間
に
、
ま
ず
田
に
降
り
た
っ
て
根
芹
を
摘
む
よ
。

【
語
釈
】
●
ま
か
す
─
「
引
す
」
と
表
記
し
、
水
を
引
き
入
れ
る
の
意
。
●
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘
む
─
二
〇
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
ね
ぜ
り
摘
む
春
の
沢
田
に
降
り
立
ち
て
衣
の
裾
の
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
金
葉
集
』
初
度
本
・
春
・
三
一
、『
好
忠
集
』
二
〇
・

「
正
月
中
」）

春
雪

二
二
　
佐さ

ほ
ひ
め

保
姫
の
霞

か
す
み

の
衣

こ
ろ
も

白
妙
に
雪
吹
（
き
）
乱み

だ

す
春
の
山
風か

ぜ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
の
雪
」。

【
口
語
訳
】
佐
保
姫
が
ま
と
っ
て
い
る
霞
の
衣
が
さ
ら
に
真
っ
白
に
な
っ
た
の
は
雪
を
吹
き
乱
す
春
の
山
風
が
吹
い
た
た
め
で
あ
る
。
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【
語
釈
】
●
佐
保
姫
─
春
を
司
る
女
神
。
●
雪
吹
き
乱
す
─
先
行
例
は
少
な
く
、
管
見
で
は
「
先
だ
ち
て
過
行
く
と
も
も
見
え
ぬ
ま

で
雪
吹
き
み
だ
す
野
べ
の
夕
風
」（『
持
明
院
殿
御
歌
合
　
康
永
元
年
十
一
月
四
日
』
廿
四
番
　
左
勝
・
四
七
・
花
園
院
）
と
い
う
用
例
を
見
る
。

【
参
考
】「
佐
保
姫
の
衣
は
る
風
な
ほ
さ
え
て
霞
の
袖
に
あ
は
雪
ぞ
降
る
」（『
続
後
撰
集
』
春
上
・
二
〇
・「
早
春
霞
と
い
へ
る
心
を
」・
嘉

陽
門
院
越
前
）

梅
風

二
三
　
な
ほを

冴さ

ゆ
る
四よ
も方
の
木
ず
ゑ
の
嵐
に
も
ひ
と
り
春
知し

る
梅む
め

が
香ゝ
ぞ
す
る

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
梅
の
風
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
梢
に
は
依
然
と
し
て
冷
た
く
吹
く
嵐
に
対
し
て
も
、
ま
る
で
私
一
人
だ
け
が
春
の
訪
れ
を
知
っ
て
い

る
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
梅
の
香
り
が
す
る
。

【
語
釈
】
●
な
ほ
冴
ゆ
る
─
春
に
な
っ
て
も
ま
だ
冬
の
名
残
で
冷
た
い
風
が
依
然
と
し
て
吹
い
て
い
る
様
子
を
表
す
。「
猶
さ
ゆ
る
嵐

は
雪
を
吹
き
ま
ぜ
て
夕
ぐ
れ
さ
む
き
春
雨
の
空
」（『
玉
葉
集
』
春
上
・
三
三
・
永
福
門
院
）。
●
ひ
と
り
春
知
る
─
梅
の
花
が
だ
け
が
春

の
到
来
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。「
白
雪
の
降
り
て
積
れ
る
谷
か
げ
に
ひ
と
り
春
し
る
鶯
の
声
」（『
隣
女
集
』
九
三
三
）。
●
梅

が
香
ぞ
す
る
─
春
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
知
る
す
べ
と
し
て
梅
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

【
参
考
】「
猶
さ
ゆ
る
雪
に
つ
つ
め
る
声
な
が
ら
梅
が
え
わ
き
て
鶯
ぞ
鳴
く
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』
六
二
七
）

六
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二
四
　
梅む
め

が
香ゝ
を
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
木
の
本
に
誰た

が
た
め
残の
こ

す
嵐
あ
ら
し

な成
る
ら
む

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
二
三
番
歌
「
梅
風
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
梅
の
香
り
を
す
っ
か
り
運
ん
で
し
ま
わ
な
い
。
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
嵐
は
木
の
根
元
に
残
す
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
─
「
さ
そ
ふ
」
は
持
ち
去
る
。「
は
つ
」
は
補
助
動
詞
で
「
す
っ
か
り
～
す
る
」
の
意
。「
ず
」
は
打

消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
嵐
が
梅
の
香
を
す
っ
か
り
運
ば
な
い
、
の
意
。
●
木
の
本
─
木
の
根
も
と
。

【
参
考
】「
風
だ
に
も
さ
そ
ひ
も
は
て
ぬ
一
枝
の
花
を
ば
い
か
が
を
り
て
か
へ
ら
む
」（『
風
雅
集
』
春
下
・
二
六
〇
・「
花
の
一
枝
散
り
残

れ
る
を
、
人
の
そ
れ
を
り
て
、
と
い
ひ
け
れ
ば
よ
め
る
」・
道
因
法
師
）。

山
路
梅

二
五
　
つ
ま
木
と
る
し
づ
が
かゝ
へ
さ
の
袖
ま
で
も
梅む

め

が
香ゝ
ふ
か
し
山
の
下し

た
み
ち道

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
山
路
の
梅
」。「
山
路
梅
花
」
と
い
う
四
文
字
題
で
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
そ
の
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
山
路
は

自
ら
山
路
を
行
く
躰
な
り
。
山
類
の
言
葉
を
ま
づ
思
ひ
よ
す
べ
し
。
梅
は
取
り
わ
き
匂
を
賞
す
る
物
な
れ
ば
、
幾
度
も
其
の
心
を
詠

ず
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
山
住
の
人
が
小
枝
を
拾
う
、
そ
の
帰
り
道
の
袖
ま
で
も
梅
の
香
り
が
深
く
香
っ
て
い
る
、
山
の
花
陰
に
あ
る
道
で
は
。

【
語
釈
】
●
つ
ま
木
─
薪
を
す
る
た
め
に
使
う
小
枝
。
●
し
づ
が
か
へ
さ
─
「
し
づ
」
は
木
こ
り
な
ど
山
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
て

い
る
人
。「
か
へ
さ
」
は
帰
り
道
。
こ
こ
で
は
薪
を
拾
っ
て
帰
る
、
そ
の
帰
り
道
。
●
山
の
下
道
─
「
下
道
」
は
物
の
影
に
な
っ
て

六
六
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二
四
　
梅む

め

が
香ゝ
を
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
木
の
本
に
誰た

が
た
め
残の

こ

す
嵐

あ
ら
し

な成
る
ら
む

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
二
三
番
歌
「
梅
風
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
梅
の
香
り
を
す
っ
か
り
運
ん
で
し
ま
わ
な
い
。
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
嵐
は
木
の
根
元
に
残
す
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
─
「
さ
そ
ふ
」
は
持
ち
去
る
。「
は
つ
」
は
補
助
動
詞
で
「
す
っ
か
り
～
す
る
」
の
意
。「
ず
」
は
打

消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
嵐
が
梅
の
香
を
す
っ
か
り
運
ば
な
い
、
の
意
。
●
木
の
本
─
木
の
根
も
と
。

【
参
考
】「
風
だ
に
も
さ
そ
ひ
も
は
て
ぬ
一
枝
の
花
を
ば
い
か
が
を
り
て
か
へ
ら
む
」（『
風
雅
集
』
春
下
・
二
六
〇
・「
花
の
一
枝
散
り
残

れ
る
を
、
人
の
そ
れ
を
り
て
、
と
い
ひ
け
れ
ば
よ
め
る
」・
道
因
法
師
）。

山
路
梅

二
五
　
つ
ま
木
と
る
し
づ
が
かゝ
へ
さ
の
袖
ま
で
も
梅む

め

が
香ゝ
ふ
か
し
山
の
下し

た
み
ち道

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
山
路
の
梅
」。「
山
路
梅
花
」
と
い
う
四
文
字
題
で
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
そ
の
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
山
路
は

自
ら
山
路
を
行
く
躰
な
り
。
山
類
の
言
葉
を
ま
づ
思
ひ
よ
す
べ
し
。
梅
は
取
り
わ
き
匂
を
賞
す
る
物
な
れ
ば
、
幾
度
も
其
の
心
を
詠

ず
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
山
住
の
人
が
小
枝
を
拾
う
、
そ
の
帰
り
道
の
袖
ま
で
も
梅
の
香
り
が
深
く
香
っ
て
い
る
、
山
の
花
陰
に
あ
る
道
で
は
。

【
語
釈
】
●
つ
ま
木
─
薪
を
す
る
た
め
に
使
う
小
枝
。
●
し
づ
が
か
へ
さ
─
「
し
づ
」
は
木
こ
り
な
ど
山
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
て

い
る
人
。「
か
へ
さ
」
は
帰
り
道
。
こ
こ
で
は
薪
を
拾
っ
て
帰
る
、
そ
の
帰
り
道
。
●
山
の
下
道
─
「
下
道
」
は
物
の
影
に
な
っ
て

六
六
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通
じ
て
い
る
道
の
こ
と
。

【
参
考
】「
色
も
香
も
や
す
ら
ふ
袖
に
う
つ
り
け
り
山
か
げ
て
れ
る
梅
の
下
み
ち
」（『
伏
見
院
御
集
』
一
七
七
八
・「
路
梅
」）

庭
梅

二
六
　
梅む

め

が
香ゝ
を
し
る
人
住す

ま
ぬ
こ
の
宿や

ど
とゝ
ほ
か
に
や
さ
そ
ふ
庭
の
春
風

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
庭
の
梅
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
梅
の
香
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
る
人
は
住
ん
で
い
な
い
、
こ
の
宿
だ
よ
と
他
の
人
を
誘
う
庭
の
春
風
よ
。

【
語
釈
】
●
し
る
人
住
ま
ぬ
─
【
参
考
】
友
則
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。【
補
説
】
参
照
。
●
庭
の
春
風
─
「
あ
か
な
く
の
に
ほ
ひ
を
ち

ら
す
梅
が
え
の
花
に
い
と
は
ぬ
庭
の
春
風
」（『
玉
葉
集
』
春
上
・
七
八
・「
庭
梅
と
い
ふ
こ
と
を
」・
亀
山
院
）

【
参
考
】「
君
な
ら
で
誰
に
か
見
せ
む
梅
花
色
を
も
か
を
も
し
る
人
ぞ
し
る
」（『
古
今
集
』
春
上
・
三
八
・「
梅
の
花
を
折
り
て
人
に
お
く
り

け
る
」・
紀
友
則
）

【
補
説
】
梅
花
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
く
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、
あ
な
た
以
外
に
風
流
な
人
は
い
な
い
と
す
る
友
則
歌

（
参
考
・
片
桐
注
）
を
踏
ま
え
、「
梅
が
香
を
し
る
人
住
ま
ぬ
」
と
詠
ん
だ
。

二
七
　
よ
そ
に
と
は
風
も
さ
そ
は
ず
吹
（
く
）
た
び
に
小こ

す簾
の
ひ
ま
も
る
軒
の
梅む

め

が
香ゝ

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
二
六
番
歌
「
庭
梅
」
題
を
受
け
る
。

六
六
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【
口
語
訳
】
他
の
場
所
へ
と
は
風
も
誘
わ
な
い
。
吹
く
た
び
に
小
簾
の
隙
間
か
ら
漏
れ
て
く
る
軒
近
く
に
植
え
ら
れ
て
い
る
梅
の
香

り
は
。

【
語
釈
】
●
風
も
さ
そ
は
ず
─
「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
●
小
簾
の
ひ
ま
も
る
─
「
小
簾
」
は
御
簾
の
こ

と
。
●
軒
─
軒
端
近
く
の
、
の
意
で
題
の
「
庭
」
を
表
す
。

【
参
考
】「
雨
は
る
る
風
は
を
り
を
り
吹
き
い
れ
て
こ
す
の
ま
に
ほ
ふ
軒
の
梅
が
え
」（『
風
雅
集
』
春
上
・
八
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

紅
梅

二
八
　
袖
ふ
れ
て
う
つ
し
や
せ
ま
し
紅

く
れ
な
ゐ

の
こ
ぞ
め
の
梅
の
色
も
に
ほ
ひ
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
紅
梅
」。
永
久
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
袖
を
触
れ
て
、
移
し
て
し
ま
お
う
か
し
ら
。
紅
に
色
濃
く
染
め
た
梅
の
色
も
香
り
も
。

【
語
釈
】
●
う
つ
せ
や
せ
ま
し
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
。「
ま
し
」
は
行
動
を
起
こ
す
か
思
い
迷
う
気
持
ち
を
表
す
。
係
り

結
び
で
連
体
形
。
二
句
切
れ
。
●
こ
ぞ
め
─
色
濃
く
染
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
染
め
た
も
の
。
濃
染
め
。「
け
ふ
も
又
人
も
と
は

で
や
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
盛
り
を
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
六
〇
・
宗
尊
親
王
）。

【
参
考
】「
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
え
は
さ
く
も
さ
か
ぬ
も
色
に
出
で
つ
つ
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
四
八
・
読
人
し
ら
ず
）

六
九



� 43『源経氏歌集』四季部注釈稿（上）（鹿野）

【
口
語
訳
】
他
の
場
所
へ
と
は
風
も
誘
わ
な
い
。
吹
く
た
び
に
小
簾
の
隙
間
か
ら
漏
れ
て
く
る
軒
近
く
に
植
え
ら
れ
て
い
る
梅
の
香

り
は
。

【
語
釈
】
●
風
も
さ
そ
は
ず
─
「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
●
小
簾
の
ひ
ま
も
る
─
「
小
簾
」
は
御
簾
の
こ

と
。
●
軒
─
軒
端
近
く
の
、
の
意
で
題
の
「
庭
」
を
表
す
。

【
参
考
】「
雨
は
る
る
風
は
を
り
を
り
吹
き
い
れ
て
こ
す
の
ま
に
ほ
ふ
軒
の
梅
が
え
」（『
風
雅
集
』
春
上
・
八
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

紅
梅

二
八
　
袖
ふ
れ
て
う
つ
し
や
せ
ま
し
紅

く
れ
な
ゐ

の
こ
ぞ
め
の
梅
の
色
も
に
ほ
ひ
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
紅
梅
」。
永
久
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
袖
を
触
れ
て
、
移
し
て
し
ま
お
う
か
し
ら
。
紅
に
色
濃
く
染
め
た
梅
の
色
も
香
り
も
。

【
語
釈
】
●
う
つ
せ
や
せ
ま
し
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
。「
ま
し
」
は
行
動
を
起
こ
す
か
思
い
迷
う
気
持
ち
を
表
す
。
係
り

結
び
で
連
体
形
。
二
句
切
れ
。
●
こ
ぞ
め
─
色
濃
く
染
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
染
め
た
も
の
。
濃
染
め
。「
け
ふ
も
又
人
も
と
は

で
や
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
盛
り
を
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
六
〇
・
宗
尊
親
王
）。

【
参
考
】「
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
え
は
さ
く
も
さ
か
ぬ
も
色
に
出
で
つ
つ
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
四
八
・
読
人
し
ら
ず
）

六
九
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春
雨

二
九
　
春
雨
の
空
を
か
す
む
と
な
が
む
れ
ば
ふ
る
音を
と

し
も
ぞ
の
ど
け
か
り
け
る

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
雨
」。
堀
河
百
首
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
二
〇
）
康
暦
二
年
正
月
十
七
日
「
当
座
三
十
首
」
出
題
。

【
口
語
訳
】
春
雨
の
降
る
空
を
霞
ん
で
い
る
な
ぁ
と
物
思
い
に
ふ
け
り
眺
め
て
い
る
と
、
そ
の
降
る
音
は
か
え
っ
て
穏
や
か
な
も
の

に
聞
こ
え
る
よ
。

【
語
釈
】
●
な
が
む
─
「
眺
（
め
）」
に
「
長
（
雨
）」
を
響
か
せ
る
か
。
●
ふ
る
─
「
降
る
」
に
「
経
る
」
を
響
か
せ
る
か
。
●
音
し

も
ぞ
─
「
も
ぞ
」
は
危
惧
の
意
と
な
る
が
、「
し
も
ぞ
」
と
な
る
と
そ
の
意
は
表
さ
な
い
。
こ
こ
で
は
雨
の
音
が
む
し
ろ
の
ん
び
り

と
し
た
も
の
と
な
る
、
の
意
。

【
参
考
】「
春
雨
の
さ
は
に
ふ
る
ご
と
お
と
も
な
く
人
に
し
ら
れ
で
ぬ
る
る
袖
か
な
」（『
玉
葉
集
』
恋
一
・
一
二
六
八
・
小
野
小
町
）

三
〇
　
春は

る

雨さ
め

の
ふ
る
と
な
き
世よ

を
思お

も

ひ
わ
び
心
づ
か
ら
に
ぬ
ら
す
袖
か
な

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
二
九
番
歌
「
春
雨
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
春
雨
が
降
る
と
私
の
死
後
を
思
い
悲
し
み
、
自
ら
袖
を
濡
ら
す
こ
と
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
─
「（
春
雨
が
）
降
る
」
に
「（
年
月
が
）
経
る
」
を
響
か
せ
、
年
月
が
経
ち
私
が
死
ん
だ
ら
、
と
二
句
目
に
掛
か
る

か
。
●
心
づ
か
ら
に
─
自
分
の
心
か
ら
、
自
分
の
意
志
で
、
と
い
う
意
。「
春
風
は
花
の
あ
た
り
を
よ
き
て
吹
け
心
づ
か
ら
や
う
つ

ろ
ふ
と
見
む
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
五
・
藤
原
好
風
）。

六
二
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【
参
考
】「
春
雨
に
涙
ふ
る
ま
で
惜
し
む
ら
ん
は
か
な
き
世
と
て
散
り
ゆ
く
花
を
」（『
露
色
随
詠
集
』
六
一
八
）

柳

三
一
　
い
と
どゞ
し
く
木こ

の
芽め

は
る
風
日
数
へ
て
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
青
柳
の
糸い
と

【
合
点
】
為
遠
・
花
町

【
詞
書
】「
柳
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
い
っ
そ
う
甚
だ
し
く
木
の
芽
を
膨
ら
ま
せ
る
春
風
が
吹
く
日
数
が
重
な
り
、
さ
ら
に
な
び
い
て
い
る
、
青
柳
の
糸
は
。

【
語
釈
】
●
木
の
芽
は
る
風
─
「
は
る
」
は
「（
木
の
芽
を
）
張
る
」
と
「
春
（
風
）」
と
を
掛
け
る
。「
帰
る
雁
雲
ぢ
に
ま
ど
ふ
声
す

な
り
霞
ふ
き
と
け
こ
の
め
は
る
風
」（『
後
撰
集
』
春
上
・
六
〇
）。
●
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
─
係
り
結
び
。
青
柳
の
糸
は
春
風
に
吹
か
れ

て
い
っ
そ
う
な
び
い
て
い
る
、
の
意
。

【
参
考
】「
春
風
の
か
す
み
吹
き
と
く
絶
え
間
よ
り
乱
れ
て
な
び
く
青
柳
の
糸
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
七
三
・
殷
富
門
院
大
輔
）

三
二
　
青
柳
の
縹
は
な
だ

の
糸い
と

の
な
び
か
ず
は
の
ど
け
き
風
の
な
に
にゝ
吹ふ

か
ま
し

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
三
一
番
歌
「
柳
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
青
柳
の
縹
色
の
糸
が
も
し
な
び
か
な
い
な
ら
ば
、
穏
や
か
な
風
は
何
に
吹
く
の
だ
ろ
う
、
い
や
何
に
も
吹
く
も
の
が
な

い
。

【
語
釈
】
●
縹
の
糸
─
縹
色
の
糸
。
青
柳
を
た
と
え
て
い
う
。『
催
馬
楽
』（
浅
緑
）
に
「
浅
緑
恋
縹
染
め
か
け
た
り
と
も
見
る
ま
で

六
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【
参
考
】「
春
雨
に
涙
ふ
る
ま
で
惜
し
む
ら
ん
は
か
な
き
世
と
て
散
り
ゆ
く
花
を
」（『
露
色
随
詠
集
』
六
一
八
）

柳

三
一
　
い
と
どゞ
し
く
木こ

の
芽め

は
る
風
日
数
へ
て
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
青
柳
の
糸い

と

【
合
点
】
為
遠
・
花
町

【
詞
書
】「
柳
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
い
っ
そ
う
甚
だ
し
く
木
の
芽
を
膨
ら
ま
せ
る
春
風
が
吹
く
日
数
が
重
な
り
、
さ
ら
に
な
び
い
て
い
る
、
青
柳
の
糸
は
。

【
語
釈
】
●
木
の
芽
は
る
風
─
「
は
る
」
は
「（
木
の
芽
を
）
張
る
」
と
「
春
（
風
）」
と
を
掛
け
る
。「
帰
る
雁
雲
ぢ
に
ま
ど
ふ
声
す

な
り
霞
ふ
き
と
け
こ
の
め
は
る
風
」（『
後
撰
集
』
春
上
・
六
〇
）。
●
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
─
係
り
結
び
。
青
柳
の
糸
は
春
風
に
吹
か
れ

て
い
っ
そ
う
な
び
い
て
い
る
、
の
意
。

【
参
考
】「
春
風
の
か
す
み
吹
き
と
く
絶
え
間
よ
り
乱
れ
て
な
び
く
青
柳
の
糸
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
七
三
・
殷
富
門
院
大
輔
）

三
二
　
青
柳
の
縹

は
な
だ

の
糸い

と

の
な
び
か
ず
は
の
ど
け
き
風
の
な
に
にゝ
吹ふ

か
ま
し

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
三
一
番
歌
「
柳
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
青
柳
の
縹
色
の
糸
が
も
し
な
び
か
な
い
な
ら
ば
、
穏
や
か
な
風
は
何
に
吹
く
の
だ
ろ
う
、
い
や
何
に
も
吹
く
も
の
が
な

い
。

【
語
釈
】
●
縹
の
糸
─
縹
色
の
糸
。
青
柳
を
た
と
え
て
い
う
。『
催
馬
楽
』（
浅
緑
）
に
「
浅
緑
恋
縹
染
め
か
け
た
り
と
も
見
る
ま
で
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に
玉
光
る
下
光
る
新
京
朱
雀
の
し
だ
り
柳
」
と
あ
る
。
●
な
び
か
ず
は
─
「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
連
用
形
。「
は
」
は
係
助
詞
。

打
消
の
仮
定
条
件
と
な
り
「
な
び
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
」
の
意
。

【
参
考
】「
青
柳
の
花
田
の
糸
を
よ
り
あ
は
せ
て
た
え
ず
も
鳴
く
か
鶯
の
声
」（『
拾
遺
集
』
春
・
三
四
・
凡
河
内
躬
恒
）、「
雨
は
れ
て
露

の
玉
ぬ
く
青
柳
の
は
な
だ
の
糸
に
春
風
ぞ
吹
く
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
五
九
・「
延
文
百
首
歌
に
」・
足
利
尊
氏
）

柳
露

三
三
　
佐さ

ほ
ひ
め

保
姫
の
こ
れ
や
か
ざ
し
の
玉
か
づ
ら
朝
露
か
かゝ
る
春
の
青
柳

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
柳
の
露
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
佐
保
姫
の
こ
れ
が
挿
頭
の
玉
鬘
な
の
だ
な
ぁ
。
朝
露
が
か
か
る
春
の
青
柳
を
見
て
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

【
語
釈
】
●
こ
れ
や
か
ざ
し
の
─
『
為
尹
千
首
』
に
「
初
瀬
女
の
こ
れ
や
か
ざ
し
の
を
り
の
こ
し
お
よ
ぶ
ば
か
り
は
見
え
ぬ
花
か
な
」

（
春
・
一
四
三
）
と
見
え
る
。

【
参
考
】「
あ
さ
み
ど
り
春
の
す
が
た
に
さ
ほ
ひ
め
は
し
だ
り
柳
の
か
づ
ら
し
て
け
り
」（『
堀
河
百
首
』
一
一
九
・
藤
原
仲
実
）

水
辺
岸
柳

三
四
　
龍
田
河
あ
さ
せ
の
岸き
し

に
寄よ

る
波な

み

も
深ふ

か

き
み
ど
り
や
青
柳
の
影

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
水
辺
の
岸
の
柳
」。『
経
氏
集
』
の
他
、
未
見
。

六
六
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【
口
語
訳
】
龍
田
川
は
浅
瀬
の
岸
に
寄
せ
る
波
も
深
き
緑
に
な
っ
て
い
る
よ
、
青
柳
を
射
す
光
が
反
射
し
て
。

【
語
釈
】
●
龍
田
河
─
「
龍
田
」
は
一
四
番
歌
参
照
。「
龍
（
田
）」
に
「
立
つ
」
を
響
か
せ
、「
波
」
の
縁
語
。
●
あ
さ
せ
の
岸
─

「
岸
」「
寄
る
」「
波
」
は
縁
語
。
上
句
の
「
浅
瀬
」
と
下
句
の
「
深
き
（
み
ど
り
）」
と
が
対
に
な
る
。

【
参
考
】「
夏
衣
た
つ
た
川
原
の
柳
蔭
す
ず
み
に
来
つ
つ
な
ら
す
頃
か
な
」（『
後
拾
遺
集
』
夏
・
二
二
〇
・
曾
根
好
忠
）、「
春
風
の
わ
た

れ
ば
い
と
ど
乱
れ
け
り
龍
田
河
原
の
青
柳
の
か
げ
」（『
政
範
集
』
一
〇
二
・「
河
柳
」）。

帰
雁

三
五
　
帰
る
雁か

り

い
か
で
か
雪
の
ふ
る
さ
と
に
都宮

こ

の
春
を
思お

も

ひ
か
ふ
ら
む

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
帰
雁
」。
堀
河
百
首
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
四
一
）「
康
暦
二
年
三
月
十
八
日
道
場
月
次
会
、
同
年
卯
月
・
当
座
五
十
首

監
相
出
題
」。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
は
ど
の
よ
う
に
し
て
雪
の
降
る
故
郷
で
都
の
春
を
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
雪
の
ふ
る
さ
と
─
「
ふ
る
」
に
「
降
る
」
と
「
故
（
郷
）」
と
を
掛
け
る
。
●
思
ひ
か
ふ
─
思
い
を
改
め
る
。
こ
こ
で
は

都
か
ら
雪
の
降
る
故
郷
へ
移
り
、
都
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
名
残
惜
し
く
思
う
こ
と
な
く
、
気
持
ち
を
改
め
る
の
だ
ろ
う
か
と
雁
に

尋
ね
る
。

【
参
考
】「
逢
ふ
こ
と
を
た
の
む
の
雁
の
い
か
な
れ
ば
思
ひ
か
へ
り
て
雲
が
く
る
ら
ん
」（『
清
輔
集
』
二
七
九
・「
契
後
隠
恋
」）
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【
口
語
訳
】
龍
田
川
は
浅
瀬
の
岸
に
寄
せ
る
波
も
深
き
緑
に
な
っ
て
い
る
よ
、
青
柳
を
射
す
光
が
反
射
し
て
。

【
語
釈
】
●
龍
田
河
─
「
龍
田
」
は
一
四
番
歌
参
照
。「
龍
（
田
）」
に
「
立
つ
」
を
響
か
せ
、「
波
」
の
縁
語
。
●
あ
さ
せ
の
岸
─

「
岸
」「
寄
る
」「
波
」
は
縁
語
。
上
句
の
「
浅
瀬
」
と
下
句
の
「
深
き
（
み
ど
り
）」
と
が
対
に
な
る
。

【
参
考
】「
夏
衣
た
つ
た
川
原
の
柳
蔭
す
ず
み
に
来
つ
つ
な
ら
す
頃
か
な
」（『
後
拾
遺
集
』
夏
・
二
二
〇
・
曾
根
好
忠
）、「
春
風
の
わ
た

れ
ば
い
と
ど
乱
れ
け
り
龍
田
河
原
の
青
柳
の
か
げ
」（『
政
範
集
』
一
〇
二
・「
河
柳
」）。

帰
雁

三
五
　
帰
る
雁か

り

い
か
で
か
雪
の
ふ
る
さ
と
に
都宮

こ

の
春
を
思お

も

ひ
か
ふ
ら
む

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
帰
雁
」。
堀
河
百
首
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
四
一
）「
康
暦
二
年
三
月
十
八
日
道
場
月
次
会
、
同
年
卯
月
・
当
座
五
十
首

監
相
出
題
」。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
は
ど
の
よ
う
に
し
て
雪
の
降
る
故
郷
で
都
の
春
を
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
雪
の
ふ
る
さ
と
─
「
ふ
る
」
に
「
降
る
」
と
「
故
（
郷
）」
と
を
掛
け
る
。
●
思
ひ
か
ふ
─
思
い
を
改
め
る
。
こ
こ
で
は

都
か
ら
雪
の
降
る
故
郷
へ
移
り
、
都
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
名
残
惜
し
く
思
う
こ
と
な
く
、
気
持
ち
を
改
め
る
の
だ
ろ
う
か
と
雁
に

尋
ね
る
。

【
参
考
】「
逢
ふ
こ
と
を
た
の
む
の
雁
の
い
か
な
れ
ば
思
ひ
か
へ
り
て
雲
が
く
る
ら
ん
」（『
清
輔
集
』
二
七
九
・「
契
後
隠
恋
」）
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三
六
　
春
の
雁か
り

秋
来こ

し
旅た
び

も
ほ
ど
な
き
に
又
た
ち
か
へ
る
音ね

を
や
鳴
（
く
）
ら
む

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
三
五
番
歌
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
春
の
帰
雁
が
秋
に
や
っ
て
来
た
旅
か
ら
い
く
程
も
立
た
ぬ
う
ち
に
ま
た
帰
っ
て
ゆ
く
、
そ
の
鳴
き
声
を
聞
く
の
だ
ろ
う

か
。

【
語
釈
】
●
秋
来
し
旅
─
雁
が
秋
に
な
っ
て
北
方
か
ら
最
初
に
や
っ
て
き
た
、
そ
の
旅
。
●
音
を
や
鳴
く
ら
む
─
「
音
」
は
雁
の
鳴

き
声
。「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。「
ら
む
」
は
推
量
の
助
動
詞
の
連
体
形
。

【
参
考
】「
か
へ
る
雁
秋
こ
し
数
は
知
ら
ね
ど
も
寝
覚
め
の
空
に
声
ぞ
す
く
な
き
」（『
風
雅
集
』
春
中
・
一
三
五
・
藤
原
家
隆
）

三
七
　
跡あ

と

し
た
ふ
友と

も

と
だ
に
知し

れ
春
の
雁か

り

連つ

れ
て
こ
し
路ぢ

の
数
な
ら
ず
と
も

【
合
点
】
為
遠
・
為
重
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】
三
五
番
歌
か
ら
の
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
せ
め
て
跡
を
慕
う
友
と
だ
け
で
も
知
っ
て
お
い
て
お
く
れ
。
春
の
雁
は
、
秋
に
連
れ
て
来
た
そ
の
数
に
足
ら
な
く
て
も
。

【
語
釈
】
●
跡
し
た
ふ
─
先
に
行
く
者
の
後
を
慕
っ
て
追
う
。
亡
き
人
の
跡
を
慕
う
と
い
う
哀
傷
歌
に
用
例
を
見
る
。
●
友
と
だ
に

知
れ
─
「
知
れ
」
は
「
知
る
」
の
命
令
形
。
二
句
切
れ
。
●
連
れ
て
こ
し
路
─
「
こ
し
路
」
に
「
来
し
路
」
と
「
越
路
」
と
を
掛
け

る
。【
参
考
】
古
今
歌
の
左
注
「
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
男
女
も
ろ
と
も
に
人
の
国
へ
ま
か
り
け
り
、
男
ま
か
り
い
た
り
て
す
な
は

ち
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
、
女
一
人
京
へ
帰
り
け
る
道
に
帰
る
雁
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て
よ
め
る
と
な
む
い
ふ
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
秋
に
連
れ
立
っ
て
や
っ
て
き
た
雁
の
中
に
は
こ
の
土
地
で
亡
く
な
っ
た
も
の
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
来
た
時
の
数
に
は
足
ら
ず
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悲
し
く
鳴
い
て
い
る
と
い
う
意
を
込
め
て
い
る
。

【
参
考
】「
北
へ
行
く
雁
ぞ
な
く
な
る
連
れ
て
こ
し
数
は
足
ら
で
ぞ
か
へ
る
べ
ら
な
る
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
二
・
読
人
し
ら
ず
）

三
八
　
か
へ
る
雁か
り

思お
も

ひ
連つ
ら

ぬ
る
こ
と
問ゝ
は
む
行
（
く
）
方
も
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
三
五
番
歌
か
ら
の
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
が
連
な
っ
て
飛
び
な
が
ら
思
い
連
ね
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
い
。
行
き
着
く
先
も
な
い
我
が
身
を
ど
の
よ

う
し
た
ら
よ
い
も
の
な
の
か
。

【
語
釈
】
●
思
ひ
つ
ら
ぬ
る
─
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
次
々
と
考
え
る
。【
参
考
】
躬
恒
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
で
つ
ら
い
憂
き
こ
と
を
思

い
連
ね
て
い
る
。「
つ
ら
ぬ
る
」
に
「（
雁
が
）
連
ぬ
る
」
を
掛
け
る
。
●
こ
と
問
は
む
─
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形
。
三
句

切
れ
。

【
参
考
】「
う
き
こ
と
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
雁
が
ね
の
鳴
き
こ
そ
わ
た
れ
秋
の
よ
な
よ
な
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
二
一
三
・
凡
河
内
躬
恒
）

蕨

三
九
　
冬
枯か

れ
の
野
辺
の
お
ど
ろ
の
下し

た

蕨
も
え
て
い
つ
よ
り
春は

る

を
待ま

ち
け
む

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
蕨
」。
堀
河
百
首
題
と
し
て
「
早
蕨
」
が
あ
る
。

【
口
語
訳
】
冬
枯
れ
の
野
辺
の
乱
れ
茂
っ
た
下
蕨
が
も
え
出
て
い
つ
か
ら
春
を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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悲
し
く
鳴
い
て
い
る
と
い
う
意
を
込
め
て
い
る
。

【
参
考
】「
北
へ
行
く
雁
ぞ
な
く
な
る
連
れ
て
こ
し
数
は
足
ら
で
ぞ
か
へ
る
べ
ら
な
る
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
二
・
読
人
し
ら
ず
）

三
八
　
か
へ
る
雁か

り

思お
も

ひ
連つ

ら

ぬ
る
こ
と
問ゝ
は
む
行
（
く
）
方
も
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
三
五
番
歌
か
ら
の
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
が
連
な
っ
て
飛
び
な
が
ら
思
い
連
ね
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
い
。
行
き
着
く
先
も
な
い
我
が
身
を
ど
の
よ

う
し
た
ら
よ
い
も
の
な
の
か
。

【
語
釈
】
●
思
ひ
つ
ら
ぬ
る
─
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
次
々
と
考
え
る
。【
参
考
】
躬
恒
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
で
つ
ら
い
憂
き
こ
と
を
思

い
連
ね
て
い
る
。「
つ
ら
ぬ
る
」
に
「（
雁
が
）
連
ぬ
る
」
を
掛
け
る
。
●
こ
と
問
は
む
─
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形
。
三
句

切
れ
。

【
参
考
】「
う
き
こ
と
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
雁
が
ね
の
鳴
き
こ
そ
わ
た
れ
秋
の
よ
な
よ
な
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
二
一
三
・
凡
河
内
躬
恒
）

蕨

三
九
　
冬
枯か

れ
の
野
辺
の
お
ど
ろ
の
下し

た

蕨
も
え
て
い
つ
よ
り
春は

る

を
待ま

ち
け
む

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
蕨
」。
堀
河
百
首
題
と
し
て
「
早
蕨
」
が
あ
る
。

【
口
語
訳
】
冬
枯
れ
の
野
辺
の
乱
れ
茂
っ
た
下
蕨
が
も
え
出
て
い
つ
か
ら
春
を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
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【
語
釈
】
●
お
ど
ろ
の
下
蕨
─
「
下
蕨
」
は
春
に
な
っ
て
、
冬
枯
れ
の
草
の
中
に
小
さ
く
生
え
出
た
蕨
の
こ
と
。
そ
れ
が
乱
れ
生
い

茂
っ
て
い
る
様
子
。
●
春
を
待
ち
け
む
─
「
け
む
」
は
過
去
推
量
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
深
山
木
の
か
げ
の
の
下
の
下
蕨
も
え
い
づ
れ
ど
も
知
る
人
も
な
し
」（『
堀
河
百
首
』
春
・「
早
蕨
」・
一
三
九
・
藤
原
基
俊
）

遊
糸

四
〇
　
何な

に
にゝ
し
も
か
かゝ
る
と
は
な
き
い
と
ゆ
ふ
の
あ
る
か
な
き
か
の
わ
が
身
な
り
け
り

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
遊
糸
」。
永
久
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
何
か
に
限
っ
て
か
か
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
糸
遊
の
よ
う
な
い
る
の
か
い
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
我
が
身
な

の
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
何
に
し
も
─
「
し
も
」
は
「
な
き
」
と
い
う
否
定
語
を
と
も
な
っ
て
、
そ
の
焦
点
が
「
何
か
に
限
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
」
こ
と
を
示
す
。
●
か
か
る
─
糸
の
縁
語
。
●
い
と
ゆ
ふ
─
か
げ
ろ
う
。
●
あ
る
か
な
き
か
─
【
参
考
】
歌
を
踏
え
た
表
現
。

【
参
考
】「
霞
は
れ
み
ど
り
の
空
も
の
ど
け
く
て
あ
る
か
な
き
か
に
遊
ぶ
い
と
ゆ
ふ
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
雲
・
四
一
五
）

春
月

四
一
　
出い

で
入
（
る
）
も
い
づ
れ
境

さ
か
ひ

と
山や

ま

隠か
く

す
霞
を
わ
け
て
月
の
行
（
く
）
ら覧
ん

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
春
の
月
」。

六
六
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【
口
語
訳
】
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
の
も
ど
こ
を
境
と
し
て
山
を
隠
し
て
い
る
の
か
。
恨
め
し
い
霞
を
分
け
て
春
の
月
が
行
く
の
で

し
ょ
う
。

【
語
釈
】
●
出
で
入
る
も
─
月
が
出
た
り
、
入
っ
た
り
す
る
。
●
い
づ
れ
境
と
山
隠
す
─
【
参
考
】
古
今
歌
で
春
に
な
っ
て
東
国
か

ら
都
に
や
っ
て
く
る
途
中
、
都
を
隠
す
霞
を
恨
め
し
く
思
う
と
す
る
そ
の
気
持
ち
を
踏
ま
え
、
春
の
月
が
霞
に
よ
っ
て
出
で
入
る
山

の
境
を
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
ど
か
し
く
思
う
と
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
山
か
く
す
春
の
霞
ぞ
う
ら
め
し
き
い
づ
れ
都
の
境
な
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
三
・
乙
）

待
花

四
二
　
し
ば
し
た
だゞ
消き

え
せ
ぬ
雪
を
花
と
見
て
待ま

つ
日
も
遅お

そ

き
山
桜
か
な

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
待
つ
花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
少
し
の
間
た
だ
消
え
る
こ
と
の
な
い
雪
を
花
だ
と
思
っ
て
見
て
待
つ
日
も
遅
い
山
桜
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
つ
日
も
遅
き
─
【
参
考
】
後
撰
集
の
贈
答
歌
の
返
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。【
補
説
】
参
照
。

【
参
考
】「
山
が
く
れ
消
え
せ
ぬ
雪
の
わ
び
し
き
は
君
ま
つ
の
は
に
か
か
り
て
ぞ
降
る
」（『
後
撰
集
』
恋
六
・
一
〇
七
二
・「
心
ざ
し
侍
る

女
宮
仕
へ
し
侍
り
け
れ
ば
、
逢
ふ
こ
と
難
く
て
侍
り
け
る
に
、
雪
の
降
る
に
つ
か
は
し
け
る
」・（
読
人
し
ら
ず
）・「
我
が
恋
ひ
し
君
が
あ
た
り
を
は

な
れ
ね
ば
降
る
白
雪
も
空
に
消
ゆ
ら
ん
」、
一
〇
七
三
・「
返
し
」・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】『
後
撰
集
』
一
〇
七
三
番
歌
の
山
の
陰
で
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
雪
の
わ
び
し
さ
と
相
手
を
待
っ
て
い
る
わ
び
し
さ
と
い
う

恋
の
要
素
を
取
り
込
み
、
当
該
歌
で
は
二
句
目
と
四
句
目
で
花
が
咲
く
の
を
待
つ
と
よ
み
、
題
の
本
意
を
表
し
て
い
る
。

六
六
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【
口
語
訳
】
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
の
も
ど
こ
を
境
と
し
て
山
を
隠
し
て
い
る
の
か
。
恨
め
し
い
霞
を
分
け
て
春
の
月
が
行
く
の
で

し
ょ
う
。

【
語
釈
】
●
出
で
入
る
も
─
月
が
出
た
り
、
入
っ
た
り
す
る
。
●
い
づ
れ
境
と
山
隠
す
─
【
参
考
】
古
今
歌
で
春
に
な
っ
て
東
国
か

ら
都
に
や
っ
て
く
る
途
中
、
都
を
隠
す
霞
を
恨
め
し
く
思
う
と
す
る
そ
の
気
持
ち
を
踏
ま
え
、
春
の
月
が
霞
に
よ
っ
て
出
で
入
る
山

の
境
を
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
ど
か
し
く
思
う
と
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
山
か
く
す
春
の
霞
ぞ
う
ら
め
し
き
い
づ
れ
都
の
境
な
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
三
・
乙
）

待
花

四
二
　
し
ば
し
た
だゞ
消き

え
せ
ぬ
雪
を
花
と
見
て
待ま

つ
日
も
遅お

そ

き
山
桜
か
な

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
待
つ
花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
少
し
の
間
た
だ
消
え
る
こ
と
の
な
い
雪
を
花
だ
と
思
っ
て
見
て
待
つ
日
も
遅
い
山
桜
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
つ
日
も
遅
き
─
【
参
考
】
後
撰
集
の
贈
答
歌
の
返
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。【
補
説
】
参
照
。

【
参
考
】「
山
が
く
れ
消
え
せ
ぬ
雪
の
わ
び
し
き
は
君
ま
つ
の
は
に
か
か
り
て
ぞ
降
る
」（『
後
撰
集
』
恋
六
・
一
〇
七
二
・「
心
ざ
し
侍
る

女
宮
仕
へ
し
侍
り
け
れ
ば
、
逢
ふ
こ
と
難
く
て
侍
り
け
る
に
、
雪
の
降
る
に
つ
か
は
し
け
る
」・（
読
人
し
ら
ず
）・「
我
が
恋
ひ
し
君
が
あ
た
り
を
は

な
れ
ね
ば
降
る
白
雪
も
空
に
消
ゆ
ら
ん
」、
一
〇
七
三
・「
返
し
」・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】『
後
撰
集
』
一
〇
七
三
番
歌
の
山
の
陰
で
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
雪
の
わ
び
し
さ
と
相
手
を
待
っ
て
い
る
わ
び
し
さ
と
い
う

恋
の
要
素
を
取
り
込
み
、
当
該
歌
で
は
二
句
目
と
四
句
目
で
花
が
咲
く
の
を
待
つ
と
よ
み
、
題
の
本
意
を
表
し
て
い
る
。

六
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四
三
　
咲さ

か
ぬ
間ま

は
さ
て
い
つ
ま
で
ぞ
花は
な

見み

ん
と
い
そ
ぎ
し
春
ぞ
な
か
ば
過す

ぎ
ぬ
る

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
四
二
番
歌
「
待
花
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
咲
か
な
い
間
は
そ
れ
に
し
て
も
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
で
し
ょ
う
か
。
花
を
見
よ
う
と
急
い
だ
春
は
半
ば
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
よ
。

【
語
釈
】
●
さ
て
─
感
動
詞
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ま
あ
。
●
い
つ
ま
で
ぞ
─
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
咲
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

で
切
れ
、
二
句
切
れ
。
●
花
見
ん
と
─
「
ん
（
む
）」
は
意
志
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
植
ゑ
し
時
花
見
む
と
し
も
思
は
ぬ
に
さ
き
散
る
見
れ
ば
齢
老
い
に
け
り
」（『
後
撰
集
』
春
中
・
四
七
・
藤
原
扶
幹
）

尋
花

四
四
　
桜

さ
く
ら

咲さ

く
花
の
と
こ
ろ
は
知し

ら
ね
ど
も
ま
づ
わ
け
入い

ら
ん
み
吉よ

し

野の

のゝ
山

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
尋
ぬ
る
花
」。『
千
首
』
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
四
六
）
康
暦
二
年
三
月
（
十
八
日
）
当
座
三
十
首
に
出
題
。

【
口
語
訳
】
桜
が
咲
く
そ
の
花
の
場
所
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
と
も
か
く
ま
ず
は
分
け
入
っ
て
み
よ
う
、
み
吉
野
の
山
へ
。

【
語
釈
】
●
み
吉
野
の
山
─
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
吉
野
郡
の
山
。

【
参
考
】「
桜
咲
く
花
の
所
の
吉
野
山
深
く
や
春
に
契
り
お
き
け
ん
」（『
長
綱
集
』
八
三
）

六
六
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初
花

四
五
　
咲さ

き
そ
む
る
一
も
と
ゆ
ゑへ

に
な
べ
て
世よ

の
木
ず
ゑ
の
花
ぞ
い
と
どゝ
つ
れ
な
き

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
初は
つ

花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
咲
き
始
め
た
一
本
の
桜
が
あ
る
が
故
に
す
べ
て
の
世
の
梢
の
花
は
一
段
と
つ
れ
な
い
も
の
だ
。

【
語
釈
】
●
花
ぞ
い
と
ど
つ
れ
な
き
─
「
い
と
ど
」
は
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
す
の
意
。「
つ
れ
な
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係

り
結
び
と
な
り
連
体
形
。「
散
過
ぐ
る
比
し
も
花
に
の
こ
る
月
い
と
ど
つ
れ
な
き
在
明
の
空
」（『
草
根
集
』
一
一
九
五
・「
暁
花
」）
な
ど

の
用
例
が
あ
る
。

【
参
考
】「
咲
き
そ
む
る
宿
の
桜
の
一
も
と
よ
春
の
け
し
き
に
秋
ぞ
知
ら
る
る
」（『
風
雅
集
』
釈
教
・
二
〇
七
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

四
六
　
一
木
よ
り
家
路ぢ

忘わ
す

る
るゝ
心

こ
ゝ
ろ

に
も
花
の
と
こ
ろ
ぞ
あ
ま
た
ゆ
か
し
き

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
四
五
番
歌
「
初
花
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
一
本
の
木
の
た
め
に
家
路
を
忘
れ
る
心
に
も
花
の
咲
い
て
い
る
場
所
は
多
く
心
が
惹
か
れ
る
。

【
語
釈
】
●
一
木
よ
り
─
「
よ
り
」
は
あ
る
物
の
働
き
か
け
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
●
家
路
─
我
が
家
に
帰
る
路
。

●
あ
ま
た
ゆ
か
し
き
─
「
あ
ま
た
」
は
多
く
の
。「
ゆ
か
し
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係
り
結
び
と
な
り
連
体
形
。

【
参
考
】「
こ
の
里
に
旅
寝
し
ぬ
べ
し
桜
花
ち
り
の
ま
が
ひ
に
家
路
忘
れ
て
」（『
古
今
集
』
春
下
・
七
二
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】
一
本
の
桜
の
木
の
た
め
に
家
路
は
忘
れ
て
し
ま
う
が
、
桜
が
咲
い
て
い
る
多
く
の
場
所
に
は
心
が
惹
か
れ
る
、
と
よ
ん
だ
。

六
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初
花

四
五
　
咲さ

き
そ
む
る
一
も
と
ゆ
ゑへ

に
な
べ
て
世よ

の
木
ず
ゑ
の
花
ぞ
い
と
どゝ
つ
れ
な
き

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
初は

つ

花
」。『
千
首
』
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。

【
口
語
訳
】
咲
き
始
め
た
一
本
の
桜
が
あ
る
が
故
に
す
べ
て
の
世
の
梢
の
花
は
一
段
と
つ
れ
な
い
も
の
だ
。

【
語
釈
】
●
花
ぞ
い
と
ど
つ
れ
な
き
─
「
い
と
ど
」
は
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
す
の
意
。「
つ
れ
な
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係

り
結
び
と
な
り
連
体
形
。「
散
過
ぐ
る
比
し
も
花
に
の
こ
る
月
い
と
ど
つ
れ
な
き
在
明
の
空
」（『
草
根
集
』
一
一
九
五
・「
暁
花
」）
な
ど

の
用
例
が
あ
る
。

【
参
考
】「
咲
き
そ
む
る
宿
の
桜
の
一
も
と
よ
春
の
け
し
き
に
秋
ぞ
知
ら
る
る
」（『
風
雅
集
』
釈
教
・
二
〇
七
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

四
六
　
一
木
よ
り
家
路ぢ

忘わ
す

る
るゝ
心

こ
ゝ
ろ

に
も
花
の
と
こ
ろ
ぞ
あ
ま
た
ゆ
か
し
き

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
四
五
番
歌
「
初
花
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
一
本
の
木
の
た
め
に
家
路
を
忘
れ
る
心
に
も
花
の
咲
い
て
い
る
場
所
は
多
く
心
が
惹
か
れ
る
。

【
語
釈
】
●
一
木
よ
り
─
「
よ
り
」
は
あ
る
物
の
働
き
か
け
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
●
家
路
─
我
が
家
に
帰
る
路
。

●
あ
ま
た
ゆ
か
し
き
─
「
あ
ま
た
」
は
多
く
の
。「
ゆ
か
し
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係
り
結
び
と
な
り
連
体
形
。

【
参
考
】「
こ
の
里
に
旅
寝
し
ぬ
べ
し
桜
花
ち
り
の
ま
が
ひ
に
家
路
忘
れ
て
」（『
古
今
集
』
春
下
・
七
二
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】
一
本
の
桜
の
木
の
た
め
に
家
路
は
忘
れ
て
し
ま
う
が
、
桜
が
咲
い
て
い
る
多
く
の
場
所
に
は
心
が
惹
か
れ
る
、
と
よ
ん
だ
。

六
九

32 桜 文 論 叢

花
の
歌
の
中
に

四
七
　
桜
さ
く
ら

狩が

り
さ
こ
そ
家
路ぢ

の
忘わ

す

ら
れ
め
宿や

ど

を
も
そ
こ
と
言い

は
ぬ
こ
ろ
か
な

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】「
花
の
歌
を
詠
ん
だ
中
の
一
首
」。

【
口
語
訳
】
桜
狩
り
に
出
か
け
る
と
家
路
を
忘
れ
る
だ
ろ
う
。
宿
は
そ
こ
で
す
よ
と
今
は
言
わ
れ
な
い
な
。

【
語
釈
】
●
桜
狩
り
─
観
桜
。
花
見
。
●
さ
こ
そ
─
副
詞
「
さ
」
に
強
め
の
指
示
を
表
す
係
助
詞
「
こ
そ
」。
桜
狩
に
出
か
け
る
と
当

然
、
家
路
を
忘
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
心
理
を
肯
定
す
る
気
持
ち
を
表
す
。
●
忘
ら
れ
め
─
「
忘
る
」
の
未
然
形
に
自
発
の
意

の
「
る
」
に
推
量
の
意
の
「
む
」
の
已
然
形
。
係
助
詞
「
こ
そ
」
を
受
け
て
係
り
結
び
と
な
り
、
三
句
切
れ
。
●
言
は
ぬ
こ
ろ
か
な

─
「
こ
ろ
」
は
今
は
～
す
る
、
の
意
。

【
参
考
】
四
六
番
歌
【
参
考
】
参
照
。

【
補
説
】
古
今
集
七
二
番
歌
の
散
り
敷
く
桜
花
の
た
め
に
家
路
を
忘
れ
て
旅
寝
を
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
当
該
歌
は
旅
寝
の
宿
は

そ
こ
だ
と
言
わ
れ
な
い
と
す
る
。

四
八
　
か
つ
咲さ

く
と
見
え
し
木
ず
ゑ
も
わ
か
ぬ
ま
で
花
に
な
り
ぬ
る
み
吉よ
し

野の

のゝ
山

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
四
七
番
歌
「
花
の
歌
の
中
に
」
の
詞
書
を
受
け
て
い
る
歌
の
内
容
で
あ
る
。

【
口
語
訳
】
す
ぐ
に
咲
く
と
思
っ
た
梢
も
分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
み
吉
野
の
山
だ
よ
。

【
語
釈
】
●
か
つ
─
た
ち
ま
ち
。
す
ぐ
に
。
●
花
に
な
り
ぬ
る
─
「
な
り
ぬ
る
」
は
ラ
行
四
段
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形
に
状
態
が

六
二



� 31『源経氏歌集』四季部注釈稿（上）（鹿野）

発
生
す
る
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
。
桜
花
が
吉
野
山
全
体
で
満
開
と
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
●
み
吉
野
の
山
─

四
四
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
か
へ
る
さ
は
道
ま
よ
ふ
と
も
山
桜
か
つ
咲
く
峰
を
な
ほ
や
た
づ
ね
む
」（『
新
玉
津
島
社
歌
合
』「
尋
花
」・
藤
原
実
夏
）

遠
山
花

四
九
　
山
遠と

を

み
雲
と
花
と
を
い
く
た
び
か
わ
か
で
心
の
行
（
き
）
か
へ
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
遠
山
の
花
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
二
三
三
）
康
暦
二
年
八
月
「
十
六
日
、
禁
裏
当
座
三
十
首
、
大
樹
参
上
、
同
夜
九
打
程

に
、
別
当
并
万
里
小
路
黄
門
可
参
之
由
送
状
候
間
、
則
参
上
」
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
山
が
遠
い
の
で
、
雲
と
花
と
を
幾
度
も
行
く
も
の
の
分
か
ら
な
く
て
心
が
行
き
来
す
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
山
遠
み
─
「
遠
み
」
は
「
遠
し
」
の
ミ
語
法
。
●
い
く
た
び
か
─
「
幾
」
と
「
行
く
」
と
を
掛
け
る
。「
か
」
は
係
助
詞
。

●
わ
か
で
─
分
別
し
な
い
で
。
●
心
の
行
き
か
へ
る
ら
む
─
現
在
推
量
の
意
を
表
す
「
ら
む
」
の
連
体
形
。
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
山
高
み
雲
ゐ
に
見
ゆ
る
桜
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
古
今
集
』
賀
・
三
五
八
）

【
補
説
】【
参
考
】
古
今
歌
で
実
際
に
は
山
が
高
い
の
で
雲
の
辺
り
に
あ
る
桜
を
折
り
に
は
行
け
な
い
が
心
だ
け
が
花
を
折
り
に
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
該
歌
で
は
行
っ
て
み
た
も
の
の
雲
か
花
か
分
か
ら
ず
に
心
が
行
き
来
し
て
い
る
と
す
る
。

六
六
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発
生
す
る
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
。
桜
花
が
吉
野
山
全
体
で
満
開
と
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
●
み
吉
野
の
山
─

四
四
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
か
へ
る
さ
は
道
ま
よ
ふ
と
も
山
桜
か
つ
咲
く
峰
を
な
ほ
や
た
づ
ね
む
」（『
新
玉
津
島
社
歌
合
』「
尋
花
」・
藤
原
実
夏
）

遠
山
花

四
九
　
山
遠と

を

み
雲
と
花
と
を
い
く
た
び
か
わ
か
で
心
の
行
（
き
）
か
へ
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
遠
山
の
花
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
二
三
三
）
康
暦
二
年
八
月
「
十
六
日
、
禁
裏
当
座
三
十
首
、
大
樹
参
上
、
同
夜
九
打
程

に
、
別
当
并
万
里
小
路
黄
門
可
参
之
由
送
状
候
間
、
則
参
上
」
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
山
が
遠
い
の
で
、
雲
と
花
と
を
幾
度
も
行
く
も
の
の
分
か
ら
な
く
て
心
が
行
き
来
す
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
山
遠
み
─
「
遠
み
」
は
「
遠
し
」
の
ミ
語
法
。
●
い
く
た
び
か
─
「
幾
」
と
「
行
く
」
と
を
掛
け
る
。「
か
」
は
係
助
詞
。

●
わ
か
で
─
分
別
し
な
い
で
。
●
心
の
行
き
か
へ
る
ら
む
─
現
在
推
量
の
意
を
表
す
「
ら
む
」
の
連
体
形
。
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
山
高
み
雲
ゐ
に
見
ゆ
る
桜
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
古
今
集
』
賀
・
三
五
八
）

【
補
説
】【
参
考
】
古
今
歌
で
実
際
に
は
山
が
高
い
の
で
雲
の
辺
り
に
あ
る
桜
を
折
り
に
は
行
け
な
い
が
心
だ
け
が
花
を
折
り
に
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
該
歌
で
は
行
っ
て
み
た
も
の
の
雲
か
花
か
分
か
ら
ず
に
心
が
行
き
来
し
て
い
る
と
す
る
。

六
六
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名
所
花

五
〇
　
咲さ

き
続つ

ゞ

く
尾お

の
へ上

も
八や

へ重
の
花
ざ
か
り
山
の
名
に
立た

つ
雲
か
と
ぞ
み
る

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
名
所
の
花
」。

【
口
語
訳
】
咲
き
続
く
尾
上
で
も
八
重
の
花
が
盛
り
を
迎
え
て
い
る
。
山
の
評
判
と
同
様
に
雲
が
立
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。

【
語
釈
】
●
尾
上
─
山
の
頂
。
こ
こ
で
は
【
参
考
】
に
挙
げ
た
匡
房
の
歌
を
念
頭
に
置
き
、
題
に
あ
る
名
所
と
し
て
高
砂
を
想
起
さ

せ
る
。【
参
考
】
匡
房
歌
で
は
一
般
名
詞
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
「
高
砂
」
は
歌
題
に
「
名
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

播
磨
国
の
歌
枕
。
現
在
の
兵
庫
県
高
砂
市
の
辺
り
。

【
参
考
】「
高
砂
の
尾
上
の
桜
咲
き
に
け
り
外
山
の
霞
立
た
ず
も
あ
ら
な
ん
」（『
後
拾
遺
集
』
春
上
・
一
二
〇
・
大
江
匡
房
）

遠
望
山
花

五
一
　
龍
田
河
花は

な

の
錦

に
し
き

も
中
絶た

え
て
一
む
ら
な
び
く
朝あ

さ

霞
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
山さ

ん

花く
は

を
遠
く
望
む
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
此
の
題
の
大
意
、
遠
山
の
花
を
み
や
り

た
る
心
な
り
。
何
も
花
の
見
わ
き
が
た
き
事
を
よ
め
り
。
雲
に
ま
が
ひ
、
霞
を
か
こ
ち
、
か
を
り
く
る
風
の
つ
て
を
思
へ
る
心
な
ど
、

取
り
〴
〵
に
お
ほ
か
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
龍
田
川
は
花
の
錦
も
途
中
で
絶
え
て
、
一
群
だ
け
靡
い
て
い
る
の
は
朝
霞
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
龍
田
河
─
「
龍
田
」
は
一
四
番
歌
参
照
。
題
の
「
山
」
で
は
な
く
「
河
」
と
し
た
の
は
【
参
考
】
道
真
歌
の
「
紅
葉
の

六
六
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錦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
。
●
花
の
錦
─
美
し
く
咲
く
花
を
錦
に
見
立
て
た
。
秋
の
紅
葉
だ
け
で
は
な
く
、
春
の
桜
も
龍
田
川
に

散
り
敷
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
●
中
絶
え
て
─
霞
に
よ
っ
て
花
の
錦
が
途
中
で
切
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
●
ひ
と
む
ら
─
霞
が
ひ

と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
。
●
朝
霞
─
題
の
「
遠
望
」
を
婉
曲
に
表
現
。「
ま
は
し
て
」
心
を
詠
ん
で
い
る
。

【
参
考
】「
こ
の
た
び
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず
た
む
け
山
紅
葉
の
錦
神
の
ま
に
ま
に
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
二
〇
・
菅
原
道
真
）

山
路
花

五
二
　
山や

ま

桜
ざ
く
ら

見
つ
つゝ
我わ

が
来こ

し
木
ず
ゑ
さ
へ
ま又
た
し
ら
雲
に
な
に
ま
が
ふ
ら
む

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
山
路
の
花
」。

【
口
語
訳
】
山
桜
を
折
る
こ
と
も
で
き
ず
見
る
だ
け
で
帰
っ
て
来
た
あ
の
梢
さ
え
ど
う
し
て
ま
た
白
雲
に
紛
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
見
つ
つ
我
が
来
し
─
【
参
考
】
貫
之
歌
の
二
・
三
句
目
を
摂
取
。
●
し
ら
雲
─
「
し
ら
」
に
「
白
（
雲
）」
と
「
知
ら

（
ず
）」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
山
高
み
見
つ
つ
我
が
来
し
桜
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
な
り
」（『
古
今
集
』
春
上
・
八
七
・
紀
貫
之
）

見
花

五
三
　
な
れ
ゆ
く
を
友
と
は
花は

な

も
思お
も

ふ
ら
む
そ
む
る
心
こ
ゝ
ろ

の
色
見
え
ず
と
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
見
る
花
」。『
千
首
』
題
。

九
七
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錦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
。
●
花
の
錦
─
美
し
く
咲
く
花
を
錦
に
見
立
て
た
。
秋
の
紅
葉
だ
け
で
は
な
く
、
春
の
桜
も
龍
田
川
に

散
り
敷
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
●
中
絶
え
て
─
霞
に
よ
っ
て
花
の
錦
が
途
中
で
切
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
●
ひ
と
む
ら
─
霞
が
ひ

と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
。
●
朝
霞
─
題
の
「
遠
望
」
を
婉
曲
に
表
現
。「
ま
は
し
て
」
心
を
詠
ん
で
い
る
。

【
参
考
】「
こ
の
た
び
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず
た
む
け
山
紅
葉
の
錦
神
の
ま
に
ま
に
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
二
〇
・
菅
原
道
真
）

山
路
花

五
二
　
山や

ま

桜
ざ
く
ら

見
つ
つゝ
我わ

が
来こ

し
木
ず
ゑ
さ
へ
ま又
た
し
ら
雲
に
な
に
ま
が
ふ
ら
む

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
山
路
の
花
」。

【
口
語
訳
】
山
桜
を
折
る
こ
と
も
で
き
ず
見
る
だ
け
で
帰
っ
て
来
た
あ
の
梢
さ
え
ど
う
し
て
ま
た
白
雲
に
紛
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
見
つ
つ
我
が
来
し
─
【
参
考
】
貫
之
歌
の
二
・
三
句
目
を
摂
取
。
●
し
ら
雲
─
「
し
ら
」
に
「
白
（
雲
）」
と
「
知
ら

（
ず
）」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
山
高
み
見
つ
つ
我
が
来
し
桜
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
な
り
」（『
古
今
集
』
春
上
・
八
七
・
紀
貫
之
）

見
花

五
三
　
な
れ
ゆ
く
を
友
と
は
花は

な

も
思お

も

ふ
ら
む
そ
む
る
心

こ
ゝ
ろ

の
色
見
え
ず
と
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
見
る
花
」。『
千
首
』
題
。

九
七
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【
口
語
訳
】
た
び
た
び
眺
め
て
打
ち
解
け
て
ゆ
く
の
で
、
友
だ
と
花
も
思
う
の
だ
ろ
う
。
深
く
思
う
そ
の
心
の
色
は
見
え
な
い
け
れ

ど
。

【
語
釈
】
●
な
れ
ゆ
く
を
─
花
を
見
慣
れ
て
い
る
の
で
。
桜
を
擬
人
化
し
て
い
る
の
で
、
打
ち
解
け
て
、
と
訳
し
た
。
●
思
ふ
ら
む

─
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
で
終
止
形
。
こ
こ
で
切
れ
、
三
句
切
れ
。
●
そ
む
る
心
の
色
─
「
心
の
色
」
は
深
く
思
い
込
ん

で
い
る
心
の
様
子
。「
そ
む
る
」
は
「
染
む
」
で
「
色
」
の
縁
語
。

【
参
考
】「
年
ご
と
に
そ
む
る
心
の
し
る
し
あ
ら
ば
い
か
な
る
色
に
花
の
さ
か
ま
し
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
九
一
・
登
蓮
法
師
）

野
花
留
人

五
四
　
み
吉よ
し

野の

を
い
ま
さ
ら
宿や

ど
とゝ
た
の
む
身
は
花
に
や
と
ま
る
心
な
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
野
の
花
人
を
留
む
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
此
の
題
秋
に
も
出
た
れ
ど
、
こ
ゝ
に
て

は
勿
論
春
な
り
。
花
の
お
も
し
ろ
き
に
め
で
ゝ
か
へ
り
も
や
ら
ぬ
心
な
り
。
或
は
終
日
花
に
か
り
暮
し
て
帰
る
さ
を
忘
れ
た
る
心
を

い
ひ
、
又
は
こ
の
本
に
日
数
を
か
さ
ね
た
る
心
を
も
読
む
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
み
吉
野
を
今
に
な
っ
て
ま
た
宿
と
頼
み
に
す
る
我
が
身
は
花
に
留
ま
る
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
し
ら
。

【
語
釈
】
●
み
吉
野
─
大
和
国
の
歌
枕
。
四
四
番
歌
参
照
。
●
い
ま
さ
ら
─
改
め
て
今
、
の
意
。
●
宿
─
「
と
ま
る
」
は
縁
語
。�

●
下
句
─
「
に
や
」
は
疑
問
を
表
す
。「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
意
で
、「
や
」
を
受
け
て
連
体
形
。

【
参
考
】「
花
ゆ
ゑ
に
い
ま
さ
ら
訪
は
ば
我
が
家
と
た
の
む
よ
し
の
も
道
や
た
ど
ら
む
」（『
新
玉
津
島
社
歌
合
』
五
十
番
・「
尋
花
」・
右
・

頓
阿
）

九
七
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海
辺
花

五
五
　
影
う
つ
す
磯い

そ

山
桜
咲さ

き
し
よ
り
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つゝ

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
海
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
海
に
影
を
映
す
磯
辺
近
く
の
山
に
あ
る
桜
が
咲
く
や
い
な
や
、
波
に
も
花
が
映
っ
て
春
の
景
気
が
見
え
る
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
磯
山
桜
─
磯
辺
に
あ
る
山
に
咲
く
桜
。
●
咲
き
し
よ
り
─
「
し
」
は
過
去
の
事
実
を
表
す
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
に

「
よ
り
」
が
接
続
し
即
時
の
意
味
を
表
す
。
咲
く
と
す
ぐ
に
。
●
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つ
─
白
い
波
頭
を
花
に
見
立
て
た
表
現

に
波
に
山
桜
の
影
が
映
る
様
子
を
重
ね
る
。

【
参
考
】「
海
士
の
住
む
磯
山
桜
散
る
花
の
波
か
け
衣
袖
匂
ふ
ら
し
」（『
続
草
庵
集
』
九
四
・「
御
子
左
入
道
大
納
言
、
蔡
花
園
に
歌
よ
ま
れ

し
時
、
海
辺
花
」）、「
志
賀
の
浦
の
波
の
花
こ
そ
影
う
つ
す
比
良
の
高
嶺
の
桜
な
り
け
れ
」（『
新
葉
集
』
春
下
・
九
〇
・
藤
原
光
任
）

河
辺
花

五
六
　
吉よ

し

野の

河
木
ず
ゑ
の
花は
な

の
陰影

な
れ
や
流な
が

れ
も
や
ら
ぬ
水
の
し
ら
波

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
河
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
吉
野
川
で
は
梢
の
花
の
陰
な
の
だ
ろ
う
か
。
流
れ
が
滞
っ
て
水
の
白
波
が
立
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
吉
野
河
─
大
和
国
の
歌
枕
。
四
四
番
歌
参
照
。
●
陰
な
れ
や
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
。
三
句
切
れ
。
●
流
れ
も
や
ら
ぬ

─
「
遣
る
」
は
（
水
を
）
流
れ
行
か
せ
る
、
の
意
。

九
七
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海
辺
花

五
五
　
影
う
つ
す
磯い
そ

山
桜
咲さ

き
し
よ
り
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つゝ

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
海
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
海
に
影
を
映
す
磯
辺
近
く
の
山
に
あ
る
桜
が
咲
く
や
い
な
や
、
波
に
も
花
が
映
っ
て
春
の
景
気
が
見
え
る
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
磯
山
桜
─
磯
辺
に
あ
る
山
に
咲
く
桜
。
●
咲
き
し
よ
り
─
「
し
」
は
過
去
の
事
実
を
表
す
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
に

「
よ
り
」
が
接
続
し
即
時
の
意
味
を
表
す
。
咲
く
と
す
ぐ
に
。
●
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つ
─
白
い
波
頭
を
花
に
見
立
て
た
表
現

に
波
に
山
桜
の
影
が
映
る
様
子
を
重
ね
る
。

【
参
考
】「
海
士
の
住
む
磯
山
桜
散
る
花
の
波
か
け
衣
袖
匂
ふ
ら
し
」（『
続
草
庵
集
』
九
四
・「
御
子
左
入
道
大
納
言
、
蔡
花
園
に
歌
よ
ま
れ

し
時
、
海
辺
花
」）、「
志
賀
の
浦
の
波
の
花
こ
そ
影
う
つ
す
比
良
の
高
嶺
の
桜
な
り
け
れ
」（『
新
葉
集
』
春
下
・
九
〇
・
藤
原
光
任
）

河
辺
花

五
六
　
吉よ

し

野の

河
木
ず
ゑ
の
花は

な

の
陰影

な
れ
や
流な

が

れ
も
や
ら
ぬ
水
の
し
ら
波

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
河
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
吉
野
川
で
は
梢
の
花
の
陰
な
の
だ
ろ
う
か
。
流
れ
が
滞
っ
て
水
の
白
波
が
立
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
吉
野
河
─
大
和
国
の
歌
枕
。
四
四
番
歌
参
照
。
●
陰
な
れ
や
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
。
三
句
切
れ
。
●
流
れ
も
や
ら
ぬ

─
「
遣
る
」
は
（
水
を
）
流
れ
行
か
せ
る
、
の
意
。

九
七
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【
参
考
】「
小
初
瀬
の
花
の
さ
か
り
や
み
な
の
河
峰
よ
り
お
つ
る
水
の
白
波
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
下
・
八
三
・
藤
原
清
輔
）、「
桜
花
咲

き
ぬ
る
比
は
山
な
が
ら
石
間
行
く
て
ふ
水
の
白
波
」（『
拾
遺
愚
草
』
一
三
一
三
）

【
補
説
】「
河
辺
花
」
題
は
『
草
庵
集
』（
一
七
〇
）
に
も
見
え
、
続
く
配
列
は
「
折
花
」（
一
七
一
～
一
七
四
）
と
な
り
、
当
歌
集
と
同

じ
。

折
花

五
七
　
逢
（
ふ
）
人
は
問と

へ
ど
答こ
た

へ
ず
か
へ
る
さ
に
た
をお

り
て
か
ざ
す
花
の
と
こ
ろ
を

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
折
る
花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
す
れ
違
っ
て
逢
う
人
は
尋
ね
て
み
て
も
答
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
帰
り
際
に
手
折
っ
て
か
ざ
す
花
の
咲
く
場
所
を
。

【
語
釈
】
●
逢
ふ
人
は
─
花
見
に
行
く
道
す
が
ら
す
れ
違
う
人
は
。
●
問
へ
ど
答
へ
ず
─
二
句
切
れ
。「
山
吹
の
花
色
衣
主
や
誰
問
へ

ど
答
へ
ず
く
ち
な
し
に
し
て
」（『
古
今
集
』
雑
体
・
一
〇
一
二
・
素
性
法
師
）。

【
参
考
】「
い
し
ば
し
る
滝
な
く
も
が
な
桜
花
た
を
り
て
も
こ
む
見
ぬ
人
の
た
め
」（『
古
今
集
』
春
上
・
五
四
・
読
人
し
ら
ず
）

惜
花

五
八
　
春
を
経へ

て
待ま

つ
も
惜お

し
む
も
か
こ
つ
身
を
憂う

し
と
や
花
の
思お

も

ひ
し
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
惜
し
む
花
」。『
千
首
』
題
。

九
六
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【
口
語
訳
】
春
を
過
ご
し
て
、
花
が
咲
く
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
も
、
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
の
も
、
ど
ち
ら
も
嘆
く
わ
が
身
を

憂
い
て
い
る
の
だ
と
花
が
思
い
知
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
憂
し
と
や
花
の
思
ひ
し
る
ら
む
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
を
受
け
て
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
の
連
体

形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
年
を
経
て
待
つ
も
惜
し
む
も
山
桜
花
に
心
を
つ
く
す
な
り
け
り
」（『
続
拾
遺
集
』
春
下
・
九
一
・
西
行
法
師
）、「
春
雨
の
降

る
は
涙
か
桜
花
散
る
を
惜
し
ま
ぬ
人
し
な
け
れ
ば
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
八
・
大
伴
黒
主
）

【
補
説
】
西
行
歌
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。
加
え
て
【
参
考
】
古
今
歌
で
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
人
は
い
な
い
と
一
般
化
し
て
い
る
点

を
わ
が
身
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

落
花

五
九
　
な
ご
り
と
は
思お

も

ふ
も物
の
か
ら
散ち

る
花は

な

に
た
ぐ
ふ
も
つ
ら
き
わ
が
心
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
落
花
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
花
が
咲
い
た
余
韻
だ
と
思
う
そ
ば
か
ら
散
る
花
に
寄
り
添
う
の
も
つ
ら
い
私
の
心
で
あ
る
よ
。

【
語
釈
】
●
な
ご
り
─
名
残
に
「
波
残
り
」
を
響
か
せ
、【
参
考
】
貫
之
歌
を
想
起
さ
せ
る
か
。
●
た
ぐ
ふ
─
一
緒
に
。
添
う
。「
散

る
花
」
に
「
た
ぐ
ふ
」
と
す
る
【
参
考
】
躬
恒
歌
を
も
踏
ま
え
る
か
。

【
参
考
】「
桜
花
散
り
ぬ
る
風
の
名
残
に
は
水
な
き
空
に
浪
ぞ
立
ち
け
る
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
九
・
紀
貫
之
）、「
と
ど
む
べ
き
物
と

は
な
し
に
は
か
な
く
も
散
る
花
ご
と
に
た
ぐ
ふ
心
か
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
三
二
・
凡
河
内
躬
恒
）

九
六
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【
口
語
訳
】
春
を
過
ご
し
て
、
花
が
咲
く
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
も
、
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
の
も
、
ど
ち
ら
も
嘆
く
わ
が
身
を

憂
い
て
い
る
の
だ
と
花
が
思
い
知
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
憂
し
と
や
花
の
思
ひ
し
る
ら
む
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
を
受
け
て
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
の
連
体

形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
年
を
経
て
待
つ
も
惜
し
む
も
山
桜
花
に
心
を
つ
く
す
な
り
け
り
」（『
続
拾
遺
集
』
春
下
・
九
一
・
西
行
法
師
）、「
春
雨
の
降

る
は
涙
か
桜
花
散
る
を
惜
し
ま
ぬ
人
し
な
け
れ
ば
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
八
・
大
伴
黒
主
）

【
補
説
】
西
行
歌
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。
加
え
て
【
参
考
】
古
今
歌
で
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
人
は
い
な
い
と
一
般
化
し
て
い
る
点

を
わ
が
身
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

落
花

五
九
　
な
ご
り
と
は
思お

も

ふ
も物
の
か
ら
散ち

る
花は

な

に
た
ぐ
ふ
も
つ
ら
き
わ
が
心
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
落
花
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
花
が
咲
い
た
余
韻
だ
と
思
う
そ
ば
か
ら
散
る
花
に
寄
り
添
う
の
も
つ
ら
い
私
の
心
で
あ
る
よ
。

【
語
釈
】
●
な
ご
り
─
名
残
に
「
波
残
り
」
を
響
か
せ
、【
参
考
】
貫
之
歌
を
想
起
さ
せ
る
か
。
●
た
ぐ
ふ
─
一
緒
に
。
添
う
。「
散

る
花
」
に
「
た
ぐ
ふ
」
と
す
る
【
参
考
】
躬
恒
歌
を
も
踏
ま
え
る
か
。

【
参
考
】「
桜
花
散
り
ぬ
る
風
の
名
残
に
は
水
な
き
空
に
浪
ぞ
立
ち
け
る
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
九
・
紀
貫
之
）、「
と
ど
む
べ
き
物
と

は
な
し
に
は
か
な
く
も
散
る
花
ご
と
に
た
ぐ
ふ
心
か
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
三
二
・
凡
河
内
躬
恒
）

九
六

24 桜 文 論 叢

花
の
歌
と
て

六
〇
　
水み

馴な

れ
竿ざ

ほ

散ち

り
交か

ふ
花は

な

の
し
ら
浪
を
空
に
も
わ
く
る
宇う

ぢ治
の
川
舟船

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
花
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
」。

【
口
語
訳
】
水
馴
れ
棹
を
あ
や
つ
っ
て
散
り
交
う
花
で
で
き
た
白
波
を
空
に
も
分
け
る
宇
治
の
川
舟
。

【
語
釈
】
●
水
馴
れ
竿
─
『
能
因
歌
枕
』
に
は
「
み
な
れ
さ
を
と
は
、
舟
さ
す
さ
を
ゝ
云
」、『
隆
源
口
伝
』
に
は
「
水
馴
竿
、
ぬ
れ

た
る
棹
を
い
ふ
。
四
条
大
納
言
舟
さ
す
棹
を
い
ふ
、
イ
本
云
、
水
に
馴
れ
た
る
船
棹
を
い
ふ
」
と
あ
る
。
●
空
に
も
わ
く
る
─
「
わ

く
る
」
に
「（
白
波
を
）
分
け
行
く
（
川
舟
）」
と
「（
川
舟
が
白
波
を
）
分
け
て
（
舞
い
散
る
桜
と
す
る
）」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
水
馴
れ
竿
岩
間
に
波
は
ち
か
へ
ど
も
た
ゆ
ま
ず
の
ぼ
る
宇
治
の
河
舟
」（『
続
千
載
集
』
釈
教
・
九
六
二
・
藤
原
定
家
）、「
風

を
い
た
み
山
こ
ぐ
我
は
舟
な
れ
や
花
の
白
浪
わ
け
て
き
つ
れ
ば
」（『
拾
玉
集
』「
花
月
百
首
」・
一
三
三
四
）

【
補
説
】
宇
治
川
に
舞
い
散
る
花
の
様
子
を
、
棹
さ
し
な
が
ら
白
波
を
立
て
て
流
れ
る
川
を
下
る
舟
が
し
ぶ
き
を
上
げ
て
進
む
様
子

に
重
ね
合
わ
せ
た
。

暁
庭
落
花

六
一
　
か
す
み
ゆ
く
在
曙
の
月
は
そ
れ
と
だ
に
ま
が
は
ぬ
庭
の
花は

な

の
雪
か
な

【
合
点
】
為
遠
・
善
成

【
詞
書
】「
暁
の
庭
の
落
花
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
晨
明
の
月
の
を
し
き
を
い
ひ
、
寝
覚
の
事

を
詠
ず
れ
ば
、
自
ら
暁
の
心
に
な
れ
り
。
散
る
花
の
名
残
を
か
こ
つ
に
取
り
て
は
風
を
う
ら
み
こ
と
ゝ
ふ
人
の
稀
に
な
り
行
く
風
情

九
六
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な
ど
を
い
ふ
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
霞
ん
で
ゆ
く
有
明
の
月
は
そ
れ
だ
と
さ
え
紛
う
こ
と
の
な
い
庭
の
花
が
舞
い
散
り
雪
の
よ
う
に
見
え
る
。

【
語
釈
】
●
か
す
み
ゆ
く
在
曙
の
月
─
初
二
句
で
題
の
「
暁
」
を
表
し
て
い
る
。

【
参
考
】「
あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪
」（『
古
今
集
』
冬
・
三
三
二
・
坂
上
是
則
）

【
補
説
】
月
の
光
を
白
雪
に
見
立
て
、
そ
の
雪
を
落
花
に
見
立
て
る
。
同
題
の
類
歌
に
「
庭
白
く
散
り
し
く
花
の
雪
の
上
に
か
す
ま

で
う
つ
る
在
明
の
月
」（『
菊
葉
集
』
二
三
二
・
従
三
位
政
子
）
が
あ
る
。

庭
落
花

六
二
　
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
桜

さ
く
ら

花
散ち

り
敷し

く
庭
を
さ
か
り
と
や
み
む

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
庭
の
落
花
」。

【
口
語
訳
】
枝
に
咲
い
た
桜
ば
か
り
を
慕
う
こ
と
な
く
、
桜
花
は
、
庭
に
散
り
敷
い
て
い
る
の
を
盛
り
と
見
よ
う
か
。

【
語
釈
】
●
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
─
「
に
し
も
～
打
消
表
現
」
で
強
調
の
意
を
表
す
。「
枝
に
（
咲
く
桜
）
だ
け
を
慕
わ
ず
に
」

の
意
。

【
参
考
】「
散
る
花
を
又
吹
き
さ
そ
ふ
春
風
に
庭
を
さ
か
り
と
み
る
程
も
な
し
」（『
新
後
撰
集
』
春
下
・
一
三
八
・「
入
道
前
関
白
家
に
て
、

庭
落
花
と
い
へ
る
心
を
読
み
侍
り
け
る
」・
京
極
為
兼
）

九
九
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な
ど
を
い
ふ
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
霞
ん
で
ゆ
く
有
明
の
月
は
そ
れ
だ
と
さ
え
紛
う
こ
と
の
な
い
庭
の
花
が
舞
い
散
り
雪
の
よ
う
に
見
え
る
。

【
語
釈
】
●
か
す
み
ゆ
く
在
曙
の
月
─
初
二
句
で
題
の
「
暁
」
を
表
し
て
い
る
。

【
参
考
】「
あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪
」（『
古
今
集
』
冬
・
三
三
二
・
坂
上
是
則
）

【
補
説
】
月
の
光
を
白
雪
に
見
立
て
、
そ
の
雪
を
落
花
に
見
立
て
る
。
同
題
の
類
歌
に
「
庭
白
く
散
り
し
く
花
の
雪
の
上
に
か
す
ま

で
う
つ
る
在
明
の
月
」（『
菊
葉
集
』
二
三
二
・
従
三
位
政
子
）
が
あ
る
。

庭
落
花

六
二
　
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
桜

さ
く
ら

花
散ち

り
敷し

く
庭
を
さ
か
り
と
や
み
む

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
庭
の
落
花
」。

【
口
語
訳
】
枝
に
咲
い
た
桜
ば
か
り
を
慕
う
こ
と
な
く
、
桜
花
は
、
庭
に
散
り
敷
い
て
い
る
の
を
盛
り
と
見
よ
う
か
。

【
語
釈
】
●
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
─
「
に
し
も
～
打
消
表
現
」
で
強
調
の
意
を
表
す
。「
枝
に
（
咲
く
桜
）
だ
け
を
慕
わ
ず
に
」

の
意
。

【
参
考
】「
散
る
花
を
又
吹
き
さ
そ
ふ
春
風
に
庭
を
さ
か
り
と
み
る
程
も
な
し
」（『
新
後
撰
集
』
春
下
・
一
三
八
・「
入
道
前
関
白
家
に
て
、

庭
落
花
と
い
へ
る
心
を
読
み
侍
り
け
る
」・
京
極
為
兼
）

九
九
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菫

六
三
　
庭
の
面お
も

は
道み

ち

も
な
き
ま
で
咲さ

き
に
け
り
誰た

れ

こ
の
宿や

ど

に
す
み
れ
摘つ

む
ら
ん

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
菫
」。
堀
河
百
首
題
に
「
菫
菜
」
が
あ
る
。

【
口
語
訳
】
荒
れ
果
て
た
庭
の
面
に
は
通
る
道
も
な
い
ほ
ど
に
咲
い
た
の
だ
な
。
誰
が
こ
の
宿
で
ス
ミ
レ
を
摘
む
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
す
み
れ
─
「
す
み
」
に
「
住
み
」
を
響
か
せ
る
。

【
参
考
】「
い
そ
の
神
古
り
に
し
人
を
尋
ぬ
れ
ば
荒
れ
た
る
宿
に
す
み
れ
摘
み
け
り
」（『
新
古
今
集
』
雑
中
・
一
六
八
四
・「
西
院
辺
に
、

は
や
う
相
知
れ
り
け
る
人
を
尋
ね
侍
り
け
る
に
、
す
み
れ
摘
み
け
る
女
、
知
ら
ぬ
よ
し
申
し
け
れ
ば
、
よ
み
侍
り
け
る
」・
能
因
法
師
）

【
補
説
】【
参
考
】
の
能
因
歌
な
ど
を
踏
ま
え
て
荒
れ
果
て
た
宿
の
庭
に
咲
く
ス
ミ
レ
の
花
を
詠
ん
だ
。

百
首
の
歌
よ
み
侍
り
し
に

六
四
　
咲さ

き
し
よ
り
立た

ち
も
立た

たゝ
ず
も
し
ら
波
の
か
た
え
に
か
かゝ
る
お
ふ
の
浦
な
し

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
百
首
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
に
」。「
百
首
歌
」
の
詠
歌
年
次
は
不
明
。

【
口
語
訳
】
花
が
咲
い
て
か
ら
立
っ
た
り
立
た
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
分
か
ら
な
い
白
波
が
片
方
の
枝
に
か
か
っ
て
い
る
お
ふ
の

浦
に
は
梨
が
生
っ
て
い
る
よ
。

【
語
釈
】
●
し
ら
波
─
「
白
（
波
）」
と
「
知
ら
（
ず
）」
と
を
掛
け
る
。
●
か
た
え
─
片
方
の
枝
。
●
お
ふ
の
浦
─
『
袖
中
抄
』（
第

十
六
　「
を
ふ
の
浦
」）
に
は
【
参
考
】
古
今
集
歌
の
注
と
し
て
「
を
ふ
の
浦
は
伊
勢
国
に
あ
り
。
斎
宮
御
庄
献
レ

梨
所
也
」
と
あ
る
。

九
二
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●
な
し
─
「
梨
」
に
「（「
な
い
」
の
意
の
）
な
し
」
を
響
か
せ
る
か
。

【
参
考
】「
お
ふ
の
浦
に
片
枝
さ
し
お
ほ
ひ
な
る
梨
の
な
り
も
な
ら
ず
も
ね
て
語
ら
は
む
」（『
古
今
集
』
東
歌
・
一
〇
九
九
・「
伊
勢
歌
」）

【
補
説
】【
参
考
】
歌
の
「
な
り
も
な
ら
ず
も
」
と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
、「
立
ち
も
立
た
ず
も
」
と
し
白
く
咲
く
梨
の
花
を
波
に
見

立
て
て
詠
ん
で
い
る
。

蛙

六
五
　
浮う

き
草
の
さ
そ
は
れ
わ
た
る
水
の
面
に
おを

の
が
音ね

た
え
ず
鳴な

く
か河

出
は
づ
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
蛙
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
浮
き
草
に
誘
わ
れ
続
け
る
水
面
に
自
身
の
鳴
き
声
を
絶
え
る
こ
と
な
く
鳴
き
続
け
る
蛙
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
浮
き
草
─
水
面
に
浮
か
び
根
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
草
。
●
か
は
づ
─
『
和
歌
作
式
』
に
は
「
若
詠
蛙
時
　
か
は
づ
と

云
」
と
あ
る
。

【
参
考
】「
み
が
く
れ
て
す
だ
く
か
は
づ
の
も
ろ
声
に
さ
わ
ぎ
ぞ
わ
た
る
池
の
浮
き
草
」（『
後
拾
遺
集
』
春
下
・
一
五
九
・
良
暹
法
師
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
良
暹
法
師
の
歌
で
は
蛙
の
鳴
く
声
で
浮
き
草
が
揺
れ
る
と
す
る
。
当
該
歌
で
は
浮
き
草
の
水
の
流
れ
に

揺
れ
る
様
子
が
蛙
を
誘
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
促
さ
れ
て
蛙
が
鳴
く
と
す
る
。

九
六
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●
な
し
─
「
梨
」
に
「（「
な
い
」
の
意
の
）
な
し
」
を
響
か
せ
る
か
。

【
参
考
】「
お
ふ
の
浦
に
片
枝
さ
し
お
ほ
ひ
な
る
梨
の
な
り
も
な
ら
ず
も
ね
て
語
ら
は
む
」（『
古
今
集
』
東
歌
・
一
〇
九
九
・「
伊
勢
歌
」）

【
補
説
】【
参
考
】
歌
の
「
な
り
も
な
ら
ず
も
」
と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
、「
立
ち
も
立
た
ず
も
」
と
し
白
く
咲
く
梨
の
花
を
波
に
見

立
て
て
詠
ん
で
い
る
。

蛙

六
五
　
浮う

き
草
の
さ
そ
は
れ
わ
た
る
水
の
面
に
おを

の
が
音ね

た
え
ず
鳴な

く
か河

出
は
づ
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
蛙
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
浮
き
草
に
誘
わ
れ
続
け
る
水
面
に
自
身
の
鳴
き
声
を
絶
え
る
こ
と
な
く
鳴
き
続
け
る
蛙
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
浮
き
草
─
水
面
に
浮
か
び
根
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
草
。
●
か
は
づ
─
『
和
歌
作
式
』
に
は
「
若
詠
蛙
時
　
か
は
づ
と

云
」
と
あ
る
。

【
参
考
】「
み
が
く
れ
て
す
だ
く
か
は
づ
の
も
ろ
声
に
さ
わ
ぎ
ぞ
わ
た
る
池
の
浮
き
草
」（『
後
拾
遺
集
』
春
下
・
一
五
九
・
良
暹
法
師
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
良
暹
法
師
の
歌
で
は
蛙
の
鳴
く
声
で
浮
き
草
が
揺
れ
る
と
す
る
。
当
該
歌
で
は
浮
き
草
の
水
の
流
れ
に

揺
れ
る
様
子
が
蛙
を
誘
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
促
さ
れ
て
蛙
が
鳴
く
と
す
る
。

九
六
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里
款
冬

六
六
　
山
吹
ぞ
あ
や
な
く
咲さ

け
る
花は

な

見
む
と
う〔

と
ふ
〕う

べ
き
賤し

づ

が
垣か

き

根ね

な
ら
ぬ
に

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
里
の
款
冬
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
山
吹
は
甲
斐
も
な
く
咲
い
て
い
る
。
花
を
見
よ
う
と
（
あ
の
人
が
訪
れ
る
と
思
っ
て
）
植
え
た
で
あ
ろ
う
、
貧
し
い
者
の

家
の
垣
根
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
に
。

【
語
釈
】
●
山
吹
ぞ
あ
や
な
く
咲
け
る
─
「
ぞ
」
は
係
助
詞
。「
あ
や
な
し
」
は
こ
こ
で
は
咲
く
意
味
が
な
い
の
意
。「
咲
け
る
」
係

り
結
び
で
二
句
切
れ
。
●
花
見
む
と
─
【
参
考
】
古
今
歌
を
踏
ま
え
る
の
で
、
花
を
見
よ
う
と
し
た
の
は
古
今
歌
に
見
え
る
「
君
」

と
捉
え
た
。
●
う
う
べ
き
─
底
本
「
と
ふ
べ
き
」
の
「
と
」
を
ミ
セ
ケ
チ
、
そ
の
右
傍
に
「
う
」
と
記
さ
れ
「
う
ふ
」
と
あ
る
。

「
植
う
べ
き
」。

【
参
考
】「
山
吹
は
あ
や
な
な
さ
き
そ
花
見
む
と
う
ゑ
け
む
君
が
こ
よ
ひ
こ
な
く
に
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
二
三
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】【
参
考
】
古
今
歌
で
、
山
吹
の
花
を
見
よ
う
と
植
え
た
人
が
今
宵
は
来
な
い
か
ら
甲
斐
が
な
い
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
初

句
で
「
山
吹
ぞ
」
と
強
調
す
る
。

藤
花
随
風

六
七
　
咲さ

く
藤
の
な
び
く
を
見
れ
ば
う
づ
も
る
るゝ
松
に
も
風
ぞ
な
ほを

の
こ
り
け
る

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
藤
花
風
に
随
ふ
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
藤
は
春
の
末
に
咲
く
な
れ
ば
、
暮
行
く
春

九
六
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の
け
し
き
を
い
ひ
、
池
の
お
も
松
に
か
ゝ
れ
る
様
を
読
む
べ
し
。
紫
の
雲
に
ま
が
へ
て
も
よ
め
り
。
風
に
随
ふ
の
心
よ
く
い
ひ
お
ほ

せ
侍
ら
ん
事
、
肝
要
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
花
房
が
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
藤
の
花
が
ふ
さ
ふ
さ
と
な
び
い
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
埋
も
れ
て
い
る
松

に
も
風
が
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
う
づ
も
る
る
松
─
満
開
に
咲
き
誇
る
藤
の
花
に
松
が
埋
も
れ
て
い
る
。
●
風
ぞ
な
ほ
の
こ
り
け
る
─
係
助
詞
「
ぞ
」
と

詠
嘆
の
意
の
「
け
り
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
吹
く
か
ら
に
松
の
藤
波
な
び
く
な
り
春
を
ば
風
に
ま
か
せ
ざ
ら
な
ん
」（『
新
続
古
今
集
』
春
下
・
二
〇
〇
・
津
守
国
冬
）

暮
春
藤

六
八
　
春
は
は
や
い
く
か
も
あ
ら
じ
ま
つ
吹ふ

け
ば
か
かゝ
れ
る
藤
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
暮
春
の
藤
」。

【
口
語
訳
】
春
は
早
く
も
幾
日
も
残
っ
て
は
い
ま
い
。
ま
ず
松
に
風
が
吹
け
ば
か
か
っ
て
い
る
藤
の
花
の
色
は
う
つ
ろ
う
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
ま
つ
吹
け
ば
─
「
ま
つ
」
は
「
松
」
で
「
ま
づ
」
を
掛
け
る
か
。
●
か
か
れ
る
藤
の
色
─
【
参
考
】
の
よ
う
に
松
に
懸

か
っ
た
藤
が
詠
ま
れ
る
。

【
参
考
】「
紫
の
藤
咲
く
松
の
こ
ず
ゑ
に
は
も
と
の
み
ど
り
も
見
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
」（『
拾
遺
集
』
夏
・
八
五
・
源
順
）

二
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の
け
し
き
を
い
ひ
、
池
の
お
も
松
に
か
ゝ
れ
る
様
を
読
む
べ
し
。
紫
の
雲
に
ま
が
へ
て
も
よ
め
り
。
風
に
随
ふ
の
心
よ
く
い
ひ
お
ほ

せ
侍
ら
ん
事
、
肝
要
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
花
房
が
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
藤
の
花
が
ふ
さ
ふ
さ
と
な
び
い
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
埋
も
れ
て
い
る
松

に
も
風
が
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
う
づ
も
る
る
松
─
満
開
に
咲
き
誇
る
藤
の
花
に
松
が
埋
も
れ
て
い
る
。
●
風
ぞ
な
ほ
の
こ
り
け
る
─
係
助
詞
「
ぞ
」
と

詠
嘆
の
意
の
「
け
り
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
吹
く
か
ら
に
松
の
藤
波
な
び
く
な
り
春
を
ば
風
に
ま
か
せ
ざ
ら
な
ん
」（『
新
続
古
今
集
』
春
下
・
二
〇
〇
・
津
守
国
冬
）

暮
春
藤

六
八
　
春
は
は
や
い
く
か
も
あ
ら
じ
ま
つ
吹ふ

け
ば
か
かゝ
れ
る
藤
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
暮
春
の
藤
」。

【
口
語
訳
】
春
は
早
く
も
幾
日
も
残
っ
て
は
い
ま
い
。
ま
ず
松
に
風
が
吹
け
ば
か
か
っ
て
い
る
藤
の
花
の
色
は
う
つ
ろ
う
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
ま
つ
吹
け
ば
─
「
ま
つ
」
は
「
松
」
で
「
ま
づ
」
を
掛
け
る
か
。
●
か
か
れ
る
藤
の
色
─
【
参
考
】
の
よ
う
に
松
に
懸

か
っ
た
藤
が
詠
ま
れ
る
。

【
参
考
】「
紫
の
藤
咲
く
松
の
こ
ず
ゑ
に
は
も
と
の
み
ど
り
も
見
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
」（『
拾
遺
集
』
夏
・
八
五
・
源
順
）
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暮
春

六
九
　
と
ま
ら
ぬ
も
よ
し
や
う
き
世
の
な
ら
ひ
ぞ
と
思お
も

ひ
な
ぐ
さ
む
春
の
暮
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
暮
春
」。

【
口
語
訳
】
と
ま
ら
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
く
の
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
憂
き
世
の
中
の
決
ま
り
だ
と
思
い
慰
め
る
春
の
暮
れ
だ

な
。

【
語
釈
】
●
と
ま
ら
ぬ
も
よ
し
や
─
【
参
考
】
歌
の
二
句
目
を
踏
ま
え
、
時
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
受
け
止
め
、

「
よ
し
や
」
と
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。「
や
」
は
間
投
助
詞
。

【
参
考
】「
待
て
と
い
ふ
に
と
ま
ら
ぬ
も
の
と
し
り
な
が
ら
し
ひ
て
ぞ
惜
し
き
春
の
別
は
」（『
新
古
今
集
』
春
下
・
一
七
二
・
読
人
し
ら
ず
）

三
月
尽

七
〇
　
ゆ
く
春
を
た
だゞ
な
ほを

ざ
り
に
慕し

た

ひ
き
て
さ
ら
に
お
ど
ろ
く
今け

ふ日
の
別わ

か

れ
路ぢ

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
三
月
尽
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
く
春
を
な
ん
と
な
く
慕
っ
て
き
て
、
い
ま
さ
ら
は
っ
と
気
づ
い
た
今
日
が
三
月
尽
で
お
別
れ
の
日
だ
よ
。

【
語
釈
】
●
さ
ら
に
─
春
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
こ
と
が
決
定
的
と
な
り
、
そ
の
事
実
に
対
し
て
抵
抗
す
る
気
持
ち
を
事
新
た
に
い
う

ま
で
も
な
い
が
。
と
い
う
意
を
込
め
る
。
●
今
日
の
別
れ
路
─
『
為
尹
千
首
』
に
「
か
ひ
な
し
や
心
は
春
に
そ
ふ
と
て
も
か
へ
り
み

も
せ
ぬ
け
ふ
の
わ
か
れ
路
」（
春
・
一
九
七
・「
惜
三
月
尽
」）
と
見
え
る
。

二
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【
参
考
】「
ゆ
く
方
も
し
ら
ぬ
春
と
は
知
り
な
が
ら
心
尽
く
し
の
け
ふ
に
も
あ
る
か
な
」（『
堀
河
百
首
』
三
〇
五
・
藤
原
公
実
）

七
一
　
花
鳥と

り

の
別わ

か

れ
に
か
ね
て
な
ら
は
ず
は
今け

ふ日
行ゆ

く
春
を
な
ほを

や
慕し

た

は
ん

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】
七
〇
番
歌
「
三
月
尽
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
花
や
鳥
と
の
別
れ
に
か
ね
て
か
ら
な
じ
ん
で
い
な
け
れ
ば
今
日
去
り
ゆ
く
春
を
変
わ
ら
ず
に
慕
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
な
ら
は
ず
は
─
「
な
ら
ふ
」
は
経
験
を
積
ん
で
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
慣
れ
る
。「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
未
然
形
。

「
は
」
は
接
続
助
詞
。
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。
今
ま
で
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
、
の
意
。
先
行
例
と
し
て
「
都
に
て
お
ぼ
つ
か

な
さ
を
な
ら
は
ず
は
旅
寝
を
い
か
に
思
ひ
や
ら
ま
し
」（『
詞
花
集
』
別
・
一
七
二
・
民
部
内
侍
）
が
あ
る
。

【
参
考
】「
と
ど
ま
ら
ぬ
別
れ
の
み
か
は
花
鳥
の
名
残
に
つ
け
て
惜
し
き
春
か
な
」（『
玉
葉
集
』
春
下
・
二
七
三
・「
暮
山
の
心
を
」・
平
宗
宣
）

以
下
、『
源
経
氏
歌
集
』
四
季
部
注
釈
稿
（
中
）（
下
）
に
続
く
。
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